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２月２４日・２５日の２日間、第２１回行田市スポー

ツ少年団本部長杯争奪サッカー大会が総合公園自由広

場で開催され、市内から９チーム、各チームと交流の

ある市外１５チームが参加しました。

初日は、強風吹き荒れる悪天候にも左右されること

なく、選手たちはボールを追いかけグラウンド内を走

り回り、好プレーの続出。市外のチームともプレーを

通した交流を図り、親睦を深める大会となりました。

平成１９年度一般会計当初予算の概要

「水と緑　個性あふれる文化都市」を目指して……………２～４

市民意識調査の結果がまとまりました①……………５

保健案内……………１８～２１
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会　  計　  名 増　減　額 増減率 平成19年度 平成18年度 
（％） 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

（単位：千円） 
会計別の予算額

本年度の予算編成にあたっては、地方財政を
取り巻く厳しい環境の中、限られた財源の有効
活用を図り、全国トップクラスの少人数学級編
制をはじめとする教育施策を充実させたほか、
少子化対策・子育て支援にも積極的に配分しました。
ここでは、徹底した行財政改革により効率的

で持続可能な財政への転換を図り、知恵と工夫
を活かした施策を展開しながら、市民がいきい
きと安心して暮らせるまちづくりを目指す平成
１９年度予算についてお知らせします。

当初予算額の推移 
（一般会計） 
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県支出金 
1,105,376 
（4.8%） 

地方消費税交付金 
770,000 
（3.3%） 

諸収入 
472,977 
（2.1%） 

その他 
1,670,022 
（7.2%） 

 繰入金 
560,000 
（2.4%） 

繰越金 
450,000 
（2.0%） 

歳 入 
23,100,000 
 （単位：千円） 

市　税 
11,429,666 
（49.5%） 

地方交付税 
3,000,000 
（13.0%） 

市　債 
2,018,000 
（8.7%） 

国庫支出金 
1,623,959 
（7.0%） 

市税収入は、所得税から個人市民税への税源移譲や定

率減税の廃止により、個人市民税の大幅な増を見込み、

さらに、景気回復に伴う法人市民税の増などを見込んだ

結果、対前年度１５億２，８４６万円（１５.４%）の増とな

りました。

地方交付税は、所得税から個人市民税への税源移譲や

合併算定替による影響などを考慮し、地方財政計画の内

容を勘案して試算した結果、３０億円の計上（対前年度

比△７億５，０００万円、△２０.０%）となり、財源の自立

性が高まりました。

財源不足を補うため、財政調整基金から４億円（前年

度同額）、職員退職手当基金から１億５，０００万円（対前

年度比皆増）のとりくずしを行うこととしました。

市債は、事業を厳選するとともに合併特例債をはじめ

とした交付税措置のある有利なものを活用します。合併

特例債は、地域振興基金造成事業、南河原地区幹線道路

整備事業、各小中学校改修事業、（仮称）桜ヶ丘公民館

建設事業などへの充当を見込み、計上しました。市債の

対前年度比は、△７.９%、市債依存度は、８.７%（対前

年度比△０.８%）となりました。

歳 入歳 入
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平
成
19
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
、
教
育
と
福
祉
の
重
要
課

題
に
重
点
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ま
ず
、
教
育
施
策
と
し
て
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
少
人
数
学
級
編
制
事
業
お
よ
び
小
学
校
英
語
活
動
教
育

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
心
の
教
育
」
の
充
実
を
図

る
た
め
、「
さ
わ
や
か
相
談
員
」
を
増
員
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

南
河
原
中
学
校
校
舎
の
内
外
装
改
修
工
事
、
中
央
小
学
校
の
屋

内
運
動
場
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

福
祉
施
策
で
は
、
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と
し
て
、「
つ

ど
い
の
広
場
事
業
」、「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を

積
極
的
に
展
開
し
、
育
児
不
安
等
を
抱
え
る
方
へ
の
相
談
・
援

助
等
を
行
い
な
が
ら
、
子
育
て
に
対
す
る
負
担
感
の
緩
和
を
図

り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
・
高
齢
者
が
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
種
福
祉
施
策
を
充
実
い
た
し
ま
す
。

健
康
対
策
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
市
民
の

健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、
各
種
保
健
施
策
を
充
実
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
万
一
の
事
態
に
備
え
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
各
小
学
校
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
「
さ
き
た
ま
古
墳
群
」

を
は
じ
め
、「
古
代
蓮
の
里
」
や
「
忍
城
址
」、「
水
城
公
園
」
な

ど
の
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
を
活
か
し
た
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、「
観
光
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

道
路
や
水
路
、
上
下
水
道
と
い
っ
た
都
市
基
盤
の
整
備
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

い
ま
、
地
方
自
治
体
は
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
効
率

的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換
を
図
り
、
知
恵
と
工
夫
を
活
か

し
た
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
　
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予
算
編
成
に

あ
た
っ
て

歳出の中で最も多くの６４億２,２６９万円、

全体の２７．８％を占める民生費は、前年比で

５．７％、３億４,６０１万円の増加となってい

ます。これは、児童手当の拡充などが主な増

加原因です。

続く土木費は３７億２,９９８万円、１６．１％を

占め、前年比１０．１％、４億１,６７６万円の減

となっています。主な事業は、南大通線街路

事業や文化ゾーン街並整備事業、忍地区出水

対策事業などとなっています。

続く教育費は３２億４,１８９万円、１４．０％を

占め、１．６％、５,３６５万円の減となっていま

す。主な事業は、少人数学級の実施や「古代

蓮の里ぎょうだ」のびのび英語教育特区事業、

放課後子ども教室事業や（仮称）桜ヶ丘公民

館建設事業などとなっています。

問い合わせ 財政課（内線３２６）

消防費 
1,020,302 
（4.4%） 

農業費 
455,743 
（2.0%） 

その他   
597,724 
（2.6%） 

歳 出 
23,100,000 
 （単位：千円） 

民生費 
6,422,688 
（27.8%） 

土木費 
3,729,978 
（16.1%） 

教育費 
3,241,886 
（14.0%） 

総務費 
3,235,388 
（14.0%） 

公債費 
2,783,625 
（12.1%） 

衛生費 
1,612,666 
（7.0%） 

歳 出歳 出
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○南大通線街路事業

○文化ゾーン街並整備事業

○水城公園第１期拡張整備事業

○洪水ハザードマップの作成

○治水対策事業

南大通線の整備促進をはかる

中心市街地～水城公園～さきたま古墳公園を結ぶシンボルロード

市民体育館・武道館跡地に市内循環バスターミナルや催し広場など
を整備する

利根川・荒川がはん濫した場合の浸水情報などをわかりやすく記した
地図の全戸配布

忍地区出水対策事業など

１８,３２９

１１４,４６１

３４,１２０

３,５００

２２９,２００

快適で住みよいまちをつくるための施策

○空き店舗対策等活性化助成事業
（蔵再生にぎわい創出事業）

☆起業家支援助成事業　

○土地改良事業　

☆観光振興基本計画策定事業　

空き工場と足袋蔵を「足袋とくらしの博物館」として再生させるため
の改修費用の助成

市内の空き店舗などを利用し、新規に事業を開始する人への助成

水路の護岸工事など

市の観光振興の基本方針を定める計画の策定

５００

９,３００

１７２,３７４

３,２００

産業を振興し、豊かなまちをつくるための施策

☆地域振興基金の設置　

○自治会集会施設建設費補助　

合併後の地域住民の連帯の強化などを図る事業のため、合併特例債
を活用し、基金を設置する

自治会集会所の新築や修繕に対する補助

３２８,４６１

１４,５００

心ふれあうまちをつくるための施策

○少人数学級の実施
（市費負担教職員２４人）

○小学校英語活動推進事業
（「古代蓮の里ぎょうだ」のびのび英語教育特区事業）

☆元気な学校をつくる地域連携推進事業

☆放課後子ども教室事業

☆（仮称）桜ヶ丘公民館建設事業

市費負担教員を採用し、小学校（１・２年生）および中学校を少人数学級とする

小学校段階で、英語を使った初歩的なコミュニケーションが行えるようにする

学校応援団（学校行事・遊び・自然環境など）を立ち上げ、学習活動支援などを行う

放課後、子どもが安全に活動できる場所を確保する

（仮称）桜ヶ丘公民館建設のための用地取得、造成工事

１２３,８７０

５,６１０

１,５００

７,２８４

２０１,１００

個性を伸ばす教育と文化を育てるまちをつくるための施策

☆地域福祉計画策定事業

☆高齢者いきいき健康づくり事業

○放課後児童対策事業

☆つどいの広場事業

○地域子育て支援センター事業

○自動体外式除細動器（AED）設置事業

誰もが住み慣れた地域で安心して自立した生活を送れるよう、地域福祉
の基本方針を策定する

いきいきサロンなどに高齢者健康体操などの指導者を派遣し、出前健康
づくり教室を実施する

下忍学童保育室の新設など

３歳未満の乳幼児と保護者に交流・集いの場を提供する

育児不安などの相談指導、子育てサークルへの支援を行い、子育て
家庭への育児支援を行う

自動体外式除細動器を全小学校などに設置する

３,５００

１,０００

１０６,６８２

２,６９１

１７,８１８

５,１３９

健康で幸せなまちをつくるための施策

☆ 印は新規事業　　単位：千円

平成19年度　主な事業と予算額
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市では昨年１２月に市民意識調査を実施し
ました。この調査は、まちづくりに取り組
むうえで、市民の皆さんが市政に対してど
のような意識をもっているかをお聞きし、
その意向を市政に反映することを目的とし
て行ったものです。市民意識調査の結果の
主なものについて、今月と来月の２回にわ
たってご紹介します。

①調査対象 市内に在住する満２０歳

以上の男女

②調査人数 ３,０００人

③有効票数 １,６９１票（５６.３７％）

④調査方法 調査票を郵送のうえ、

記入後に返送

⑤調査期間 平成１８年１２月１１日

～２５日

行田市民意識調査の報告書の概要版を

無料で配布します。ご希望の方は、広報

広聴課までお越しください。

配布期間 ４月２日（月）～２７日（金）

※ただし、なくなり次第終了

配布部数 ２００部

配布場所 広報広聴課

そ の 他 内容は、市ホームページに

掲載しています。

問い合わせ 広報広聴課（内線３１８）

調査の概要

質問：行田市の住みごこちはいかがですか。
結果：まちの住みごこちは、「住みよい」、「どちらかと

いえば住みよい」と回答した『肯定派』が４２.６％
と、『否定派』（「住みにくい」、「どちらかといえば
住みにくい」と回答した）の１８.５％より２４.１
ポイント上回っています。

質問：地域的な活動（地域の「まちづくり」や「コミュニティづ
くり」など）への参加について、どのようにお考えですか。

結果：地域活動への参加意向は、「求められれば参加する」が３４.
１％と最も多く、「参加したいが時間や暇がない」２６.０％、
「意識していない」１７.３％となっています。参加意思を示し
た割合の合計は６８.６％でした。

質問：あなたは、今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。
結果：今後の居住意向は、「一生住み続けたい」が４０.４％と

最も多く、「ある程度住み続けたい」２４.４％、「どちら
ともいえない」１７.７％、「移転したい」６.５％となってい
ます。「一生住み続けたい」と「ある程度住み続けたい」
をあわせた『居住継続派』は６４.８％となっています。

市民意識調査報告書（概要版）を
差し上げます

質問：これからの市政において、
特に力を入れてほしいも
のは何ですか。

結果：行政に力をいれてほしい
ものは、「保健や医療の充
実」が３５.９％と最も多
く、「社会福祉の充実」２
７.３％、「市財政の健全化、
行政の合理化」２４.６％、
「道路や橋、交通の整備」
２４.５％と続いています
が、群を抜いて高い要望
はみられず要望が多様化
していることがうかがえ
ます。



投票所
投票は、投票所入場券に印刷してある投票所で行ってください。

なお、市内で住所を変更した方（今までの投票区域外に転居届を
された方）の投票所は、次のようになります。

※転居されたときは、入場券が届かない場合がありますので、転
居されるときに郵便局に届出をしてください。

投票方法
投票所でお渡しする投票用紙に、記載台の上で、一人の候補者

の氏名を正しく、はっきりと書いて、投票箱に入れてください。

主　な　選　挙　日　程

6

これらの選挙は、私たちの生活と密接に関わる最も身近な代表者を選ぶ重要なものです。
有権者の皆さん、棄権することなく貴重な一票を行使しましょう。

今回の選挙で投票できる方は、次の要件を備えている方です。

県議会議員選挙
○日本国籍を有する方
○昭和６２年４月９日以前に生まれた方
○平成１８年１２月２９日までに転入届をし、引き続き行田市の住民基本台帳に記録されている方
※平成１８年１２月３０日以降に埼玉県内の他の市町村に転出した方（１回のみの住所移
転に限ります）で、行田市の選挙人名簿に登録されている方は、新住所地の選挙人名
簿に登録されていない場合に限り、「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」または
「住民票の写し」があれば、行田市で投票できますので、お問い合わせください。
○選挙人名簿に登録されている方

市議会議員選挙および市長選挙
○日本国籍を有する方
○昭和６２年４月２３日以前に生
まれた方
○平成１９年１月１４日までに転
入届をし、引き続き行田市の住
民基本台帳に記録されている方
○選挙人名簿に登録されている方

投票できる方

投票所入場券は、郵便で各家庭にお届けします。
○県議会議員選挙　４月５日ごろまでに
○市議会議員選挙および市長選挙 ４月１９日ごろまでに
入場券は、投票所の混雑緩和のために発行するもの

で、万一、入場券が届かなかったり、紛失したりして
も行田市の選挙人名簿に登録されていれば、投票する
ことができます。
※入場券を紛失してしまった方は、投票日当日に投票
所の係員に申し出てください。
※今回の選挙から個人情報保護のため入場券の様式が
変更され、シーラー式のはがき形式となりました。
投票の際は、シーラーをはがして各自入場券を切り
離して、それぞれご本人の分をお持ちください。

入場券は郵送で

投票の順序
４月２２日は、市議会議員選挙と市長選挙が同時に行

われます。
投票の順序　①市議会議員選挙　→　②市長選挙

投票用紙
市議会議員選挙と市長選挙の投票用紙は、無効投票

などを防ぐため、次のように色分けしてあります。
○市議会議員選挙の投票用紙 ⇒ 水色の用紙に黒刷り
○市長選挙の投票用紙 ⇒ クリーム色の用紙に黒刷り
※投票用紙をまちがえると投票は無効となりますので、
ご注意ください。

まちがえないでください　市議・市長選挙の投票

新住所地の投票所 旧住所地の投票所

県議会議員選挙 ３月１５日までに転居届 ３月１６日以降に転居届

市議会議員および市長選挙 ３月３１日までに転居届 ４月１日以降に転居届

県議会議員選挙
市議会議員選挙
および市長選挙

選挙人名簿選挙時登録基準日
および登録日

３月２９日 ４月１４日

選挙期日の告示 ３月３０日 ４月１５日

選挙時登録名簿縦覧日 ３月３０日 ４月１５日

立候補届出日 ３月３０日 ４月１５日

選挙運動期間
３月３０日
～４月７日

４月１５日
～２１日
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投票日に、次のような理由に該当すると見込まれる方は、
投票日の前に投票することができます。
○投票日に仕事や冠婚葬祭があると見込まれる方
○買い物、レジャーなどで、投票日に投票区域内にいないと
見込まれる方
○病気、けが、妊娠などの理由で投票日に投票所へ行くこと
ができないと見込まれる方

期日前投票の期間、時間、場所など
○期日前投票期間　
・県議会議員選挙　３月３１日（土）～４月７日（土）

・市議会議員・市長選挙　４月１６日（月）～２１日（土）
○投票時間　午前８時３０分～午後８時（土・日曜日も投票で

きます）
○投票場所　市役所庁舎の西側駐車場内に設営された期日前

投票所内
※今回の選挙から期日前投票所の場所を市役所庁舎西側駐車
場の位置に変更しますのでご注意ください。
※期日前投票は、特に投票日の前日と前々日が混雑します。
場合によっては、お待たせする時間が長くなることもあり
ますので、期日前投票をご利用する方は、早めに投票を済
ませてください。

ご利用ください 期日前投票

せっかく投票しても、次のようなものは無効となりますので、ご注意ください。
○白紙の投票　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○自分で書かない投票
○誰の氏名を書いたかわからない投票　　　　　　　　　　　　○候補者の氏名のほかに余計なことを書いた投票
○候補者でない者などの氏名を書いた投票　　　　　　　　　　○二人以上の候補者の氏名を書いた投票
○所定の用紙を用いない投票

こんな投票は無効です

有権者の皆さんに投票のための資料にしていただくため、各候補者の氏名、経歴、政見、顔写真などを掲載した選挙公報を
発行します。
選挙公報は、投票日の前日までに新聞折り込みで各家庭にお届けします。また、新聞未購読の家庭には、市役所、各地域公

民館などに選挙公報を備えておきますので、ご利用ください。
直接または郵送による配布を希望される方は、事前に市選挙管理委員会へご連絡ください。

選挙公報を発行します

○県議会議員選挙　４月８日午後９時から（即日開票）
○市議会議員選挙・市長選挙　４月２２日午後９時から（即日開票）
※いずれも総合体育館で行います。開票結果は、逐次総合体育館前に
掲示します。

選挙の開票の日時
投・開票状況については、テレホンサービスを行

います。 ０１８０－９９４－８５５
また、行田市のホームページにも掲載を行います。

投・開票速報

選挙運動　できること　できないこと

選挙運動期間 選挙運動のできる期間は、立候補の届出が済んだときか

ら投票日の前日までです。

※立候補の届出が済むまでは選挙運動は一切できません。
投票日当日の選挙運動 投票日当日は、次の例外を除き、選挙運動はす

べてできません。

○投票所を設けた場所の入口から半径３００ｍ以上離れた区域に選挙事務所を

置くこと、およびこの事務所を表示するための看板などを掲示しておくこと。

○選挙管理委員会が設置したポスター掲示場に、選挙運動期間中に掲示し

たポスターを掲示しておくこと。
連呼行為 連呼行為は、次の場合を除き、禁止されています。

○演説会場および街頭演説の場所で行う場合。

○選挙運動用自動車の上で、午前８時から午後８時までの間に行う場合。

（ただし、学校、病院などの周辺では静穏を保つように努めなければなりません）
言論による自由な選挙運動

○幕間演説　映画、演劇等の幕間、青年団、婦人会等の集会、会社、工場

の休憩時間にそこに集まっている方を対象に、候補者、選挙運動員また

は第三者が選挙運動のための演説をすることは自由に行えます。

※幕間演説が自由だからといっても、あらかじめ周知して聴衆を集めても

らい、そこに出向いて選挙運動のための演説をする場合は、個人演説会

とみなされますので注意が必要です。

○個々面接　デパート、電車、バスの中あるいは路上で偶然友人、知人な

どに会ったときに、その機会を利用して投票を依頼することがあります

が、この行為については禁止されていません。

○電話による選挙運動　電話を使って投票を依頼する行為（電話による運

動）は、禁止されていません。
制限されている選挙運動

○戸別訪問の禁止　候補者や運動員に限らず、何人も有権者の家を訪ねて

投票を依頼することはできません。

○署名運動の禁止　選挙に関し、投票をしてもらう目的または投票させな

い目的をもって選挙人に対し署名を求めることはできません。

○飲食物の提供　選挙運動に関し、何人も酒その他の飲食物を提供するこ

とはできません。

○寄附の禁止　政治家（候補者も含みます）は、選挙の有無に関わらず、

その選挙区内にある者に対し、寄附をすることはできません。
選挙運動費用の制限 選挙は多くの経費を要するといわれますが、これ

を規制しないと資金に恵まれた候補者だけが当選し、資金のない候補者

は有能な人でも代表者に選ばれなくなります。法律では、選挙運動費用

の最高額（上限）を定めています。この最高額は、選挙の種類や選挙人

名簿登録者数などによって異なります。
選挙運動ができない人 選挙の公正な執行を確保するため、選挙事務関

係者や特定の公務員などは、その職にある間、選挙運動をすることが禁

止されています。

◇　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇

このほかにも「禁止されている選挙運動」と「禁止されていない選挙運

動」があります。違反のないよう、ご注意ください。

問い合わせ 選挙管理委員会（内線２１９）
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割役庄屋　表門、中門
わりやくしょうや　 おもてもん な か も ん

作品名栗 原 医 院

周辺の景観と調和し、造形的にも優れた建築物などを表彰することを目的とした「浮き城のまち景
観賞」の表彰式が、３月１９日（月）に行われました。
当日は、審査委員会（委員長・八代克彦ものつくり大学助教授）の委員らの出席のもと、各受賞者

へ表彰状ならびに記念品が授与されました。受賞作品は次の２作品です。（敬称略）

市では、これからもこの賞の実施を通じて景観に配慮したまちづくりを進めていこうと考えています。皆さんのご
理解とご協力をお願いします。

問い合わせ まちづくり推進課計画担当（内線３５５・３５９）

本丸１１─３５

栗原　肇
─

─

所在地

建築主
（所有者）

設計者

施工者

講　評

忍城の西北角、二階櫓
にかいやぐら

跡の敷地に大正時

代に建てられたハイカラな病院建築。

奥の増築部分は、既存部分に合わせて外

壁を下見板で仕上げ、まちの歴史や景観へ

のさりげない気配りが感じられる。

さらに、建物とそれを取り巻く屋敷林と

が一体となって独特な雰囲気を醸し出し、

一市民からの推薦理由にあるように、まさ

に「アニメのような世界」を想起させる。

佐間２─１０─７

山崎敬助
─

─

忍城十万石お膝元
ひざもと

の大名主の名残をとど

める門構えを持つ住宅。江戸後期に創られ

た冠木門
かぶきもん

形式の表門、さらに中門をくぐる

と、そこは静寂な枯山水
かれさんすい

式庭園で、飛石・

籠置き石が絶妙に配される。

こうした邸内の雰囲気は、手入れの行き

届いた表門外の植栽などからも充分うかが

い知ることができ、その存在がまちの景観

の隠し味となっている。
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「ＶＩＶＡぎょうだ」の
施設開放（一般見学）を

行います

男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡ

ぎょうだ」を、市民の方々に身近に感

じていただくため施設開放を行います。

期間 ４月１日（日）～８日（日）

※４月２日（月）は休館日のため施設

開放を行いません。

時間 午前９時～午後５時（４月１

日（日）は午後１時～５時）

問い合わせ 同センター（４月１日

から） ５５６―９３０１ ＦＡＸ５５

６―９３１０

監査委員に中村氏が再任

３月１２日、定例市議会

において、監査委員の選任

の同意を求める人事案件が

市長から上程され、中村雄

幸氏（斎条・６７歳）が市

議会の同意を得て再任され

ました。

市組織が変わりました

行田市市民意見募集手続
要綱（案）の意見募集の
結果を公表します

平成1８年１２月11日から平成１９年

１月９日まで市民の方から意見を募集

し、寄せられた意見を検討して行田市

市民意見募集手続要綱を制定しました。

結果については次の方法により公表し

ていますので、お知らせします。

公表方法 市ホームページに掲載、

企画政策課および市政情報コーナー

での閲覧

問い合わせ　企画政策課（内線３０９）

市では、多様化・高度化する市民ニーズや社会環境の変化に伴う新

しい課題に迅速に対応できる組織体制を目指し、４月１日から組織を

変更しました。
○「助役」を「副市長」に、「収入役」は廃止

地方自治法の一部改正に伴い、助役を副市長に変更するとともに、

収入役を廃止しました。
○水道業務課と水道工務課を統合

水道業務の簡素で効率的な運営を行うため、水道業務課と水道工務

課を統合し、水道課（管理担当、業務担当、工務担当）としました。
○担当制の全庁導入

行政ニーズが増大する一方で行政改革により職員数を削減しています。

そこで、限られた人材を有効に活用して最小の経費で最大の市民サ

ービスを提供するため、縦割りで硬直しがちな行政組織を見直し、

全庁的に担当制を導入しました。

問い合わせ　企画政策課政策担当（内線３０８）

ご利用ください「VIVAぎょうだ」

教育文化センター「みらい」の隣に完成した男女共同参画推進センター

「VIVAぎょうだ」の各施設の予約を４月３日（火）午前９時から受け付けます。

利用開始は４月１０日（火）です。利用を希望される方は利用申請書の提出およ

び使用料の納付が必要となります。

使用料

※使用料は原則として上記のとおりですが、市外の方が利用されるときや利用目的によっては金額が異なりますの

で、詳細はお問い合わせください。

問い合わせ 同センター「VIVAぎょうだ」（４月１日から） ５５６－９３０１　FAX５５６－９３１０

午前（午前９時～正午） 午後（午後１時～５時） 夜間（午後６時～９時３０分） １日（午前９時～午後９時３０分）

９００円 １,３００円 １,８００円 ４,０００円学　習　室

１,３００円 １,９００円 ２,６００円 ５,８００円調　理　室

３００円 ５００円 ７００円 １,５００円第１研修室

３００円 ５００円 ７００円 １,５００円第２研修室

３００円 ５００円 ７００円 １,５００円和　　室

中村 雄幸 氏
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▼
日
時

月
〜
金
曜
日
（
休
・
祝
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
　

▼
内
容

専
門
的
知
識
や
経
験
を
豊
富

に
有
す
る
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
、

あ
な
た
の
被
害
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
相
談
方
法

面
接
（
（財）
埼
玉
県
暴
力

追
放
・
薬
物
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

〒
３
３
０
―
８
５
３
３
　
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
３
―
15
―
１
県
庁
第

２
庁
舎
６
階
）、
電
話
（
暴
力
団
追

放
電
話
相
談

０
４
８
―
８
３
４

―
２
１
４
０
・
薬
物
問
題
電
話
相
談

０
４
８
―
８
２
２
―
４
９
７
０
）、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ー
ル
相
談
コ
ー

ナ
ー
（h

ttp
://w

w
w
.b
o
u
ts
u
i-

s
a
ita
m
a
.o
r.jp
/

）、
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
相
談（http://w

w
w
.boutsui-

s
a
ita
m
a
.o
r.jp
/k/in

d
e
x.h
tm
l

ま
た
はs.v.d.c@

basil.ocn.ne.jp

）

※
メ
ー
ル
で
の
相
談
は
、
電
話
で
回

答
し
ま
す
の
で
、
必
ず
氏
名
と
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

（財）
埼
玉
県
暴
力
追

放
・
薬
物
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

０
４
８
―
８
３
４
―
２
１
４
０

暴
力
団
と
薬
物
に

関
す
る
相
談
は

埼
玉
県
暴
追
セ
ン
タ
ー
へ

大規模な災害に備えて、市では食料や防災資機材の備蓄の

ほか、生活物資の優先的供給をはじめ、災害時に必要と思わ

れる応援や援助に関する協定を民間の事業所や団体の協力を

得て進めています。

２月２２日には、行田ケーブルテレビ株式会社（小澤誠邦

代表取締役社長）と大規模な災害が発生したときに、災害情

報の伝達や警告などの緊急放送の実施について協力いただく

「災害時におけるケーブルテレビ放送に関する協定」を締結

しました。

市では現在までに、次の民間の事業所や団体とさまざまな

協定を締結しています。

問い合わせ 防災安全課（内線２８２）

森乳業株式会社協定相手

「災害時における応急生活物資供給等に関する協定」協定名

災害時、保有する商品（飲料）の優先供給協定内容

平成１０年１月１４日締結日

１

朝日食品工業株式会社協定相手

「災害時における応急生活物資供給等に関する協定」協定名

災害時、保有する商品（食品）の優先供給協定内容

平成１０年３月１２日締結日

２

社団法人埼玉県トラック協会行田支部協定相手

「災害時における輸送業務の提供に関する協定」協定名

災害時の救援物資の輸送など協定内容

平成１８年２月２０日締結日

３

横田酒造株式会社協定相手

「災害時における井戸水の提供に関する協定」協定名

災害時、井戸水を生活用水として供給協定内容

平成１８年３月２８日締結日

４

ほくさい農業協同組合協定相手

「災害時における応急生活物資供給等に関する協定」協定名

災害時、保有する商品（応急生活物資）の優先供給協定内容

平成１８年８月１０日締結日

５

三国コカ・コーラボトリング株式会社協定相手

「災害時における援助物資提供に関する協定」協定名

災害時、飲料水の優先的供給など協定内容

平成１８年１１月２９日締結日

６

社団法人埼玉県ＬＰガス協会行田支部協定相手

「災害時における緊急用燃料の提供に関する協定」協定名

災害時、緊急用燃料（ＬＰガス）の優先的供給協定内容

平成１９年１月３０日締結日

７

株式会社カインズ協定相手

「災害時における応急生活物資供給等に関する協定」協定名

災害時、保有する商品（救援物資・防災資機材等）の優先供給協定内容

平成１９年２月１３日締結日

８

行田市医師会協定相手

「災害時における医療救護活動に関する協定」協定名

災害時、医療救護活動の実施協定内容

平成１９年２月１６日締結日

９

行田ケーブルテレビ株式会社協定相手

「災害時におけるケーブルテレビ放送に関する協定」協定名

災害時の緊急放送協定内容

平成１９年２月２２日締結日

10

2月22日には行田ケーブルテレビ（株）との間で協定を締結



■2007.4.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

11

起業家への支援を行います 個人所有住宅の改修資金を補助します

市では、“起業家への支援”と“空き店舗等の有効活用”により、市内商
業の活性化を図ることを目的に、「起業家支援事業」を実施します。
事業の概要は、空き店舗などを賃借し、新たに事業を開始しようと

するものを対象に、家賃ならびに出店にあたっての改装費用の一部を
助成します。
助成の内容

助成対象者
支援の対象となるものは、次の要件をすべて満たしているもの。

（１）市内で事業を起こそうとするもの。ただし、加盟小売店および
すでに事業を営んでいるものによる事業の拡張は対象としない。

（２）市内の空き店舗等を活用して店舗等を設置しようとするもの。
（３）市税を完納しているもの。
（４）許認可等を必要とする業種の起業にあっては、すでに当該許認

可等を受けているもの、または当該許可等を受けることが確実
と認められるもの。

（５）宗教、政治等を目的とする起業で、市が支援を行うことが適当
でないと認められるものでないこと。

その他 申請の受け付け期限は市報ぎょうだ５月号でお知らせします。
問い合わせ 商工観光課（内線３８４）

市では、中小企業者向けの事業資金の融資を行っています。このたび保証人要件の見直しを行い、個人事業主の場合、原則として保証人が
不要となり、より利用しやすくなりました。
なお、融資の実行は申し込み後に開催される審査会で承認を受けたのち、提携金融機関から行われることとなります。

（平成１９年４月１日現在）

※利率は変更することがありますので最新の利率をご確認ください。
※提携金融機関からの融資となりますので、金融機関とよくご相談のうえお申し込みください。
※返済にあたっては、所定の利子のほかに埼玉県信用保証協会への保証料が必要となります。

問い合わせ 商工観光課振興担当（内線３８４）

市内の施工業者を利用して個人所有住宅の改修工事
を行った場合、その工事費の一部を補助しています。
必要書類をご用意のうえ、商工観光課まで申し込み

ください。なお、予算の範囲内での補助となりますの
で、年度途中で終了する場合があります。

問い合わせ 商工観光課振興担当（内線３８４）

助成区分 条　　件　　等 交付率 助成限度額

空き店舗等
賃借料

空き店舗等の賃借料(消費税を除く)
助成期間は３６カ月とする。

１／２ ５０,０００円／月

空き店舗等
改修費

空き店舗等の改修費(消費税を除く)
当初改修費のみを対象とする。

１／２

１００ 以下の店舗等
５００,０００円

１００ を超える店舗等
１,０００,０００円

その他特定建築物
２,５００,０００円

対象となる方

・市内に在住の方
・改修工事を行う住宅の所有者で、かつ現在居
住している方
・市税を完納している方
・市が実施する他の同様の補助金や助成金を受
けていない方

対象となる工事
・住居部分に関する修繕、改装工事
・消費税を除く工事費が２０万円以上の工事
・市内業者が行う工事

補助金額
消費税を除く工事費の５％相当額
（上限１０万円）

必要書類
①申請書　②納税証明願　③住民票　④工事
見積書（写） ⑤現場写真　⑥固定資産税課税
明細書（写）またはそれに準じるもの

その他

・必ず工事着工前に申請してください（工事着
工後または完了済の方の補助はできませんの
でご注意ください）
・制度のご利用は住宅一棟につき一回限りとな
ります

市融資制度が利用しやすくなりました

制度名

小口事業資金

対象者

①市税完納者
②市内で６カ月以上同一事業を営んで
いる法人・個人の中小企業者

貸付限度額

１,０００万円

資金
使途

運転

設備

利率
（年）

１.７５％

完済時
利子補給

支払利子
の1/４

貸付日より
５年間の
支払利子
の1/５

なし

担
保

不
要

不
要

必
要
に
応
じ
て

必
要
に
応
じ
て

保証人 保
証
締
切
日

提
携
金

融
機
関

申
込
先

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

毎
月
５
日
（
休
日
の
場
合
、
翌
開
庁
日)

市
内
銀
行
・
信
用
金
庫
の
各
行
田
支
店

必
要
に
応
じ
て

随
時

商
工
中
金
　

熊
谷
支
店

商
工
観
光
課

個人：原則とし
て不要

法人：代表者

不要

個人：原則とし
て不要

法人：代表者

個人：原則とし
て不要

法人：代表者

期間

５年以内
（据置６カ月以内）

７年以内
（据置１年以内）

特別小口事業資金

①市税完納者
②市内で1年以上同一事業を営んでいる法人・個人
で、中小企業者のうち、小規模企業者にあたる者
③市民税の所得割または法人税割が課税されていること

１,０００万円

運転

設備

１.７５％

５年以内
（据置６カ月以内）

７年以内
（据置１年以内）

商工業振興資金
①市税完納者
②市内で２年以上同一事業を営んでい
る法人・個人の中小企業者

１,０００万円超
～１,５００万円

運転

設備

１.６５％

５年以内
（据置１年以内）

１０年以内
（据置１年以内）

中小企業経営

近代化振興資金

①市税完納者
②市内で２年以上同一事業を営んでい
る中小企業者または中小企業者で組
織された組合

２,０００万円

運転

設備

長期ﾌﾟﾗｲﾑ
ﾚｰﾄから
ー１.００％

１年以上５年以内
（据置６カ月以内）

１年以上７年以内
（据置６カ月以内）



行
田
市
環
境
審
議
会
の

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

12

市
で
は
、
環
境
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
行
田
市
環
境
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
の
機
関
で
す
。

学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
事
業

者
な
ど
の
代
表
者
と
と
も
に
市
の
環
境
保
全
に

関
す
る
行
政
施
策
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の

満
20
歳
以
上
の
方
で
平
日
昼
間
行
う
年
４
回

程
度
の
審
議
会
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

（１）
応
募
日
現
在
に
お
い
て
、
す
で
に
本
市
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
ら
れ
て
い
る
方

（２）
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数

２
人
（
男
女
各
１
人
）

▼
任
期

平
成
19
年
５
月（
予
定
）
か
ら
２
年
間

▼
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
（
学
校
名
な
ど
）
を
記

入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を
環
境
課
（
〒

３
６
１
―
０
０
３
１

行
田
市
緑
町
13
番
12

号
）
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り

４
月
20
日
（金）

▼
選
考
方
法

応
募
資
格
を
満
た
し
た
方
の
中

か
ら
、
公
開
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

結
果
は
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
課
環
境
政
策
担
当

５
５

６
―
９
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３
―
０
７
９
２

市では、平成１４年３月に『行田市役所地球温暖化対策実行計画』を策定し、市の事務・事業活動によって排
出される温室効果ガスの総排出量を平成１８年度までに５%、３８７t-CO２（平成１２年度比）削減する目標を立
て、積極的な取り組みを進めています｡
基準年度である平成１２年度の温室効果ガス総排出量の７,７４４.６t-CO２に比べて、平成１７年度については、

施設の増設にともない、温室効果ガス総排出量は、８,３５７.６t-CO２で、７.９７%増加してしまいました。なお、
実行計画の評価対象施設（市の施設や機関、５７課所）における温室効果ガス総排出量も、７,８２４.０t-CO２で、
１.０２%増加してしまいました。
今後も目標を達成するよう計画を引き続き推進していきます｡

平成１７年度取り組み結果表

1 電気使用による温室効果ガスの排出量
基準年度に比べ、OA機器の増加や教育文化センター「みらい」などの増加要因があり、各施設で取り組み

を行ったにもかかわらず、１５.９%増加してしまいました｡これからも、OA機器の待機電力の削減について退
庁時や連休中など、支障のない限りOA機器のプラグを抜くなどの取り組みを推進していきます｡
冷暖房温度の適正管理などに取り組むことで排出量を抑えていますが、これらの取り組みだけでは、十分対

応しきれないため、風力発電や太陽光発電などの新エネルギーの導入なども必要です。
2 施設の燃料使用による温室効果ガスの排出量
A重油、灯油、LPガス、都市ガスによるCO２排出量は、７.７%減少しています｡特に重点的取り組みとしたA

重油について６.１%の削減を達成しました｡
3 公用車の燃料使用による温室効果ガスの排出量

ガソリン、軽油等燃料についてのCO２排出量は７.７%の削減をしました｡アイドリング・ストップの実施や
低公害車の導入などが行われたことによるものです。
4 その他(用紙類の削減)
再生紙の使用、両面印刷、両面コピーの実践、電子ファイルの活用により削減に取り組んでいます｡
※なお、旧南河原村分については、除いています。

問い合わせ 環境課環境政策担当　 ５５６－９５３０　FAX５５３－０７９２　

取り組み項目 結果 主な取り組み内容

電気使用 １５.９％
昼休み時の消灯、トイレ・給湯室・OA機器などのこまめな消灯、冷暖房温度の適正管理
（冷房２８℃、暖房１９℃）

施設の燃料使用

Ａ重油

灯油

ＬＰガス

都市ガス

公用車の燃料使用

△　７.７％

△　６.１％

△１８.０％

△４６.８％

１３.５％

△　７.７％

ボイラーなどの適正な運転
冷暖房温度の適正管理（冷房２８℃、暖房１９℃）
沸かし過ぎの防止や確実な栓締めなどガス器具等の適正な使用など

ノーカーデーの実施、 低公害車の導入、 アイドリング・ストップの実施、
公共交通機関の利用
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行田市少年少女発明クラブを開設します
～クラブ員･ボランティア指導員募集～

市では１８年度に引き続き、ものつくり大学と連携し
て小・中学生を対象とした“発明クラブ”を実施します。
入会してみたい小･中学生、また、協力してくださるボラ
ンティア指導員を募集します。特別な資格や制限はあり
ません。得意な分野があり、子供たちと触れ合い教える
意欲のある市民・団体の方をお待ちしています。
目　　的 少年少女に科学的興味・関心を追求できる

場を提供し、創造性豊かな人間形成を図る
ことを目的とします。

対 象 者 ・市内の小学１年生～中学３年生　
・ボランティア登録者は市内および近隣住
民・各種団体（企業も含む）の方

定　　員 ・クラブ員 ６０人（先着順）
・ボランティア 若干名

活動期間 ６月～平成２０年２月の毎月第１土曜日
午前９時～正午　
※夏休み期間中は、３日程度臨時開講する予定

活動場所 ものつくり大学
会　　費 ３,０００円（傷害保険料、材料費など）※開

講式の当日（日程は後日連絡）に集めます。
申込方法 住所、氏名、生年月日、性別、電話番号を

記入のうえ、電話、FAXまたはEメールで
４月９日（月）～２４日（火）午前９時～午
後４時（ただし、土・日曜日は除く）に下
記まで申し込みください。

申し込み・問い合わせ
1．市役所企画政策課（内線３０９）FAX５５３－１３５５　
Ｅメール kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp

2．ものつくり大学情報課（前谷３３３） ５６４－３８１３
FAX５６４－３２０１　Ｅメール　ogino@iot.ac.jp

市内循環バス有料車内広告を募集します

会社や商店のお知らせや宣伝にぜひご利用ください。
広告寸法 A３サイズ（縦２９７ｍｍ×横４２０ｍｍ）以下
掲出期間および掲出料（１枠あたり）

広告基準 次のいずれにも該当しないもの。
①公序良俗に反するもの
②風俗営業に関するものおよびそれに類するもの
③政治活動、宗教活動、意見広告および個人宣伝にかかるもの
④その他広告として適当でないと市長が判断するもの
その他 最低広告掲出期間は１カ月とします。ただし、料金は
月単位となります。例えば、５月１５日から掲載する場合、５
月は１カ月の料金が掛かります。
申し込み ４月１６日（月）から受け付けを開始しますので、
掲出を希望する方は、生活課までご連絡ください。なお、申し
込み多数の場合は先着順となりますのでご了承ください。また
車内掲出の位置指定はできません。
問い合わせ 生活課（内線２５１）

掲出期間 広告料 掲出期間 広告料

１カ月 １,０００円 ６カ月 ５,４００円

３カ月 ２,９００円 １２カ月 ９,６００円

「障害者の援護について」を
市ホームページに掲載しました

障害のある方に対するサービスなどを掲載した「障害者の援護
について」を市ホームページに掲載しましたので、ご覧ください。
また、冊子を福祉課で頒布しています。
問い合わせ 福祉課障害福祉担当（内線２６５・２６６）

このほど、内閣府などが主催する防災ポスターコンクールで、埼玉

中学校３年の山口由梨さんの作品が、防災担当大臣賞に輝きました。

２２回目となるこのコンクールには、全国から４つの部門に合計

９,１９２点の作品の応募があり、山口さんの作品は、「中学生・高校生

の部」で最も優秀な作品

に贈られる防災担当大臣

賞に選ばれました。

２月１９日に内閣府で

行われた表彰式で溝手防

災担当大臣から表彰状を

受け取った山口さんは、津

田教育長を訪ね、受賞の報

告を行いました。

埼玉中学校の山口さんが受賞の喜びを報告

防災担当大臣賞の受賞作品 津田教育長に喜びの報告をした山口さん
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保護者の就労などで昼間家が常時留守の
状態にある小学１年生から３年生までの児
童が、学校の放課後に集う場所が学童保育
室です。
４月１日より、南河原学童保育室が南河

原支所１階に移転しましたので、お知らせ
します。
問い合わせ 子育て支援課子育て支援担

当（内線２６２）

南河原学童保育室を移転しました
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家庭菜園でトマトを
栽培される皆さんへ

公共下水道供用
（下水の処理）
開始区域のお知らせ

トマトについては、現在、「トマト黄化葉巻病」と

いう伝染病が全国的な問題となっており、県内でも拡

大傾向にあります。この病気にかかると実をつけなく

なるばかりでなく、ほかのトマトへ伝染する元にもな

ります。病気のまん延を防ぎ、トマトの生産を守るた

めに、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

症状 この病気にかかったトマトは、緑色の葉が薄

くなりながら巻き始め、葉脈の間が黄色くなって縮

みます。さらに全体の生長が止まり、実がつかなく

なります。農薬を散布しても病気は治りません。な

お、この病気による人や動物への被害はありません。

原因 この病気はウイルス病です。タバココナジラ

ミという虫（体長約１mm）がウイルスをうつすこと

によって、トマトからトマトへと病気が広がります。

対策 ①発病したトマトはすぐに抜き取り、袋に入

れて枯らすか、土中に埋めてください。②病気を広

めないよう、タバココナジラミを防除しましょう。

苗の定植時には「ベストガード粒剤」、生育期には

「粘着くん」などの農薬が有効です。③周辺の雑草

もタバココナジラミの発生源となりますので、除草

を行いましょう。

問い合わせ 加須農林振興センター普及部 ０４８

０―６１―３９１１または病害虫防除所 ５２５―０７

４７

３月３１日から、新たに下記

の区域で下水道が使用できるよ

うになりました。下水道が整備

された区域の皆さんは、お早め

に下水道の使用をお願いしま

す。

《整備された区域》

緑町の一部、矢場１・２丁目

の一部、城西１・３・４丁目の

一部、大字持田の一部、持田１

丁目の一部、長野５丁目の一部

詳しくは下水道課までお問い

合わせください。

問い合わせ

下水道課 ５６４―０３０３

ＪＲ行田駅東口に無料駐輪場が
整備されました

平成１９年度不動岡市民大学受講生募集

４月1日から新たにＪＲ行田駅東口に無料自転車駐

輪場が完成し、ご利用いただけるようになりました。

ＪＲ行田駅まで自転車を利用し通勤、通学される方

が増えたことにともない、駐輪場周辺に放置される自

転車も多くなりました。そのため、道路利用者や周辺

住民の方々にとっては大変迷惑となり、安全な道路環

境や周辺の美観を損ねています。

今後は、既存の駐輪場と併せて、新たに完成した駐

輪場を利用していただき、路上へ放置しないようご協

力をお願いします。

問い合わせ 防災安全課交通担当（内線２８４）

県立不動岡高等学校では、今年度から「地域の学習や文化の拠点となる学

校」となるため、不動岡市民大学講座を開講します。

受講無料

申し込み ４月３０日（月）までに不動岡高等学校にFAX（０４８０―６３―１

０１３）にて申し込みください。

問い合わせ 同校 ０４８０－６１－０１４０

講　座　名 期間および日時 講　　師 内　　容

源氏物語を読む

講師の指定する土曜日

（月1回）

午後２時～

上村真紀さん

（栗橋高等学校教諭）

源氏物語の

読み聞かせ

NHK大河ドラマ

「風林火山」の解説

５月～１２月の

毎月第３土曜日

午前１０時～

前田伴一さん

（元不動岡高等学校副校長）

現在放映中の

大河ドラマ「風林火山」

の解説

歌舞伎の魅力と

楽しみ方

－日本の古典芸能―

５月～１２月の

毎月第２土曜日

午前１０時～

城三郎さん

（元熊谷女子高等学校教諭）

歌舞伎の魅力とその楽し

み方について視聴覚教材

を利用しながら解説
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《加須市》
タイトル 市民平和祭で１００メートルのジャンボこいのぼり遊泳
内　　容 昨年５月、サッカーワールドカップドイツ大会の日

本代表初戦の地・カイザースラウテルンの大空を
雄大に泳いだジャンボこいのぼり「ジャンボ３世」。
今年もジャンボ3世が、加須の空を泳ぎます。会場
では平和式典のほか、特産品の直売やフリーマー
ケットなど楽しいイベントが開催されますので、
ぜひお越しください。

日　　時 ５月３日（木）遊泳時間は、①午前11時～ ②午後1
時～（予定）
※風速などによって遊泳時間が前後する場合があります。

※天候状態により、５月４日（金）に延期する場合があります。

場　　所 利根川河川敷緑地公園（埼玉大橋西側）
主　　催 加須市民平和祭実行委員会
問い合わせ 加須市勤労商工課

０４８０－６２－１１１１（内線２７６）

《羽生市》
タイトル 羽生スカイフェスタ２００７
内　　容 カラフルで勇壮な熱気球３０機あまりが大空を舞

います。また、バルーン競技のほかバルーンの体
験搭乗やスカイダイビング、モーターパラグライ
ダーなどのイベントも行われますので、ぜひお出
かけください。

日　　時 ５月１２日（土）１回目：午前６時～
２回目：午後２時３０分～

１３日（日）１回目：午前６時～
※天候などにより、時間が変更になる場合があります。

場　　所 利根川河川敷（昭和橋下流）
問い合わせ 羽生市商工課 ５６０－３１１１

《騎西町》
タイトル 藤まつり
内　　容 玉敷公園には樹齢４００年を超える大藤があり、

棚は７００ 以上。花房は１ｍを超えるものもあ
ります。期間中は日替わりでさまざまなイベント
が開催され、また、物産店や露店なども多数出店
し、大勢の人でにぎわいます。

期　　間 ４月２８日（土）～５月６日（日）
場　　所 玉敷公園
問い合わせ 騎西町観光協会事務局（役場産業建設課内）

０４８０－７３－１１１１（内線１６０）

《北川辺町》
タイトル 渡良瀬遊水地クリーン作戦

～遊水地の豊かな自然をみらいまで～
内　　容 どなたでも参加できます。みんなの手で渡良瀬遊

水地を守っていきましょう！
期　　日 ４月１４日（土）小雨決行

※雨天の場合は１５日（日）に順延
時　　間 午前９時～１１時（集合午前８時３０分）
集合場所 渡良瀬遊水地中央エントランス入口下宮橋駐車場

付近
※軍手・ごみ袋は用意します。作業しやすい服装
でご参加ください。

問い合わせ 北川辺町保健センター ０２８０－６２－３３２２
または国土交通省利根川上流河川事務所管理課
０４８０－５２－３９５７

《大利根町》
タイトル 童謡のふる里図書館ノイエにきてみませんか
内　　容 屋敷林に囲まれた懐かしさあふれる図書館ノイ

エ。毎月おはなし会や映写会が行われています。
たまにはちょっと遠出をして、ノイエで違う時間
を過ごしてみませんか。

開館時間 午前１０時～午後６時
休 館 日 月曜日（休日の場合は翌日）のほか、館内整理日・

特別整理期間がありますのでご確認ください。
４月・５月の予定

①おはなし会
・０～３歳児向け　４月５日（木）・１９日（木）、
５月３日（木）午前１０時３０分～
・４歳児以上向け　４月１４日（土）・２８日（土）、
５月１２日（土）・２６日（土）午後３時～
②映写会　
４月２２日（日）、５月２７日（日）午後２時～

問い合わせ 大利根町童謡のふる里図書館ノイエ
０４８０－７８－２２１１
ホームページ http://www.lib.otone.saitama.jp/

～でかけませんかとなりまち～
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

なんとなく気分がすぐれない、夜

ねむれない、不安や心配事がある、

ご自身の性格や人間関係に悩みが

あるなどの相談をお受けします。

予約制ですので、ご希望の方は

事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ４月１９日（木）

場　　所 保健センター

こころの相談
離乳食ってこれでいいのかな？と心配のある方、中期と後期のポイン

トを押さえたい方、ぜひご参加ください。赤ちゃんへの試食があります。
日 程

時　　間 午前１０時～１１時（受付９時４５分～１０時）
場　　所 保健センター　　
対　　象 ７～１１カ月の子をお持ちの方
定　　員 ２０人
持 ち 物 母子健康手帳・スプーン・おしぼり
申し込み 開催日の１カ月前から受け付けます。

NEW! 離乳食教室（中後期）

５月２１日（月） ７月２３日（月） ９月 ３日（月）

１１月１９日（月） １月２８日（月） ３月１７日（月）

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

４カ月児健診

１歳６カ月児健診

２歳児歯科健診

３歳児健診

乳幼児相談

平成１８年１２月１５日～

平成１９年１月１４日生まれ

の子

平成１７年１０月生まれの子

平成１６年１０月生まれの子

平成１５年１１月生まれの子

小学校入学前の親子

５月 ８日（火）

５月２２日（火）

５月１１日（金）

５月２４日（木）

５月１８日（金）

５月１４日（月）

午後１時

～１時３０分

午後１時３０分

～３時３０分

５月２２日（火）
午前９時３０分

～１１時３０分

対象者には通知します。

通知のない方はご連絡くださ

い。

育児に関する相談を保健師、

栄養士がお受けします。事前

に電話申し込みが必要です。

親子広場 小学校入学前の親子 ５月２１日（月）
午前１０時

～１１時

親子で遊んだり、親同士が自

由に話したりする場です。身

長計・体重計がありますので、

ご自由に測定してください。

離乳食教室（初期）
平成１８年１１月１５日～１２月

１４日生まれの子をお持ちの方
５月１０日（木）

午後１時４５分

～２時
事前電話申し込みが必要です。

思春期のこころの

相談

小学生・中学生・高校生など

またはその家族など
５月 ７日（月）

午前９時３０分

～１１時３０分

子どものこころの問題を心理

士・保健師がお受けします。

事前に電話申し込みが必要です。

子どもの健診・相談・教室

おとなの相談
名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

健康相談 健康に関する相談をしたい方

４月１８日（水）
午前１０時

～１１時

食事や日常生活についての相談を

保健師・栄養士がお受けします。

禁煙相談 たばこをやめたい方
３カ月間支援します。

申し込みが必要です。

※会場は保健センター

※会場は保健センター
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休日急患診療

受付時間 午後１時３０分～２時２０分

場　　所 保健センター

予防接種（集団）

期　　間 随時（１年を通して接種できます）

費用無料

予防接種（個別）

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合
わせください。
・行田中央総合病院 ５５３－２０００
・壮幸会行田総合病院　 ５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　 ５５６－３００５
・埼玉県救急医療センター　 ０４８－８２４－４１９９

・母子健康手帳を持参してください。
・対象者には通知します。
・対象者以外（ＢＣＧは平成１８年１２月３１日
以前に生まれて生後６月に達するまでの間の
子、ポリオは平成１７年１２月３１日以前に生
まれた７歳６カ月未満の子）でまだ受けてい
ないお子さんは、この機会に受けてください。
・必ず受け付け時間内にお越しください。遅れ
ると受けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方
が連れてきてください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気がある、もしくは、継続して治療
を受けているお子さんは、かかりつけの医師
に相談してから受けるようにしましょう。

・対象児には個人通知します。
・今年度対象児以外の子で、定期接種年齢内
で未接種の子には個人通知しませんので、
予診票のない方は母子健康手帳を持参のう
え保健センターまでお越しください。

・日本脳炎予防接種は、平成１７年に厚生労
働省から接種勧奨の差し控え勧告が出され
ており、今年度も引き続き接種の勧奨を差
し控えることになりました。
・定期接種対象児、①３歳から７歳６月未満、
②小学４、５、６年生（９歳から１３歳未
満）で日本脳炎の流行地域（東南アジア諸
国など）へ渡航するなど、日本脳炎に感染
する恐れが高い場合には、国指定の同意書
に署名のうえ、医療機関で接種することは
できます。希望される方は保健センターに
問い合わせください。

４月１５日（日） 行田中央総合病院

４月３０日（月） 壮幸会行田総合病院

期　　日 医療機関名

４月２２日（日） 壮幸会行田総合病院

５月 ３日（木） 行田中央総合病院

４月２９日（日） 行田中央総合病院

５月 ４日（金） 壮幸会行田総合病院

５月 ５日（土） 壮幸会行田総合病院

５月 ６日（日） 壮幸会行田総合病院

５月１３日（日） 行田中央総合病院

種　　別 期　　日 対　　象　　児

Ｂ　Ｃ　Ｇ

ポ　リ　オ

４月２３日（月）

５月 ７日（月）

４月１６日（月）

４月１７日（火）

４月２４日（火）

４月２５日（水）

５月 ９日（水）

平成１９年１月１日～１月１５日生まれ

平成１９年１月１６日～１月３１日生まれ

初回

平成１８年７月１日～１２月３１日生まれ

追加

平成１８年１月１日～６月３０日生まれ

接種の種類 対　　象

二種混合（ジフテリア・破傷風）
＊今年度から医療機関で接種する
個別方式になりました

２期

（１回）

小学６年生

定期接種年齢：１１歳～１３歳未満

三種混合

（百日咳・ジフテリア・破傷風）

麻しん・風しん

期初回
（３回）

平成１９年１月２日
～平成２０年１月１日生まれの子
定期接種年齢:３カ月～７歳６カ月未満

期追加
（１回）

期初回３回目接種から１年経過後
定期接種年齢:３カ月～７歳６カ月未満

第１期
平成１８年４月２日
～平成１９年４月１日生まれの子
定期接種年齢：１歳～２歳未満

第２期
平成１３年４月２日
～平成１４年４月１日生まれの子
定期接種年齢：年長児
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自分の健康状態をよく知ることは、病気を防ぐための第一歩です。基本健康診査では、高血

圧・糖尿病・高脂血症など知らないうちに進んでいる病気を早期に発見することができます。

年に１回健診を受け、からだの総点検をして、健康管理に役立てましょう。

○受診券（はがき）は４月中旬に送付しますので、ご確認ください。

○受診券の届かない方で、健診の機会のない方は保健センターへお問い合わせください。

基本健康診査（予約制）
忍び寄る生活習慣病・・・。あなたは大丈夫？

健診の区分（年齢は平成１９年４月１日現在）
年　齢　 １５歳～３９歳 ４０歳～６４歳 ６５歳以上

種　類

集団健診　

個別健診（医療機関）

ヤング健診

集団健診

個別健診（医療機関） 個別健診（医療機関）

費　用　　 無料 ５００円（７０歳以上は無料）

内　容　　　
身長測定・体重測定・尿検査

血圧測定・血液検査

・１５歳～３９歳の内容

・理学的検査（医師の指示により

心電図検査・眼底検査を実施）

・４０歳～６４歳の内容

・結核検診・介護予防のための

健診

持ち物　　　受診券・健康手帳
受診券・健康保険証

健康手帳

受診券・健康保険証

健康手帳

日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時１５分

場　　所 保健センター

定　　員 １００人

申し込み ４月１６日（月）から電話・窓

口で受け付けます。

・当日は、朝食を早くとり、昼食はとら
ないでください。水・緑茶は飲んでも
差し支えありません。

《集団健診（ヤング健診含む）》

５月１５日（火） ５月２３日（水） ５月２８日（月）

６月　７日（木） ６月２５日（月） ※ ７月　３日（火）

７月　４日（水） ７月　９日（月） ７月２５日（水）

基本健康診査と同時に実施していますが、がん検診だけの受診もできます。

保健センター（集団：４月１６日（月）から）または医療機関へお申し込みください。

肺がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診

肺がん　　　

日　　　程
集団　　基本健康診査と同じ　　午後１時１０分～１時３０分

個別　　５月１日（火）～平成２０年２月２９日（金）

対　象　者 ４０歳以上　　　

費　　　用　 無　　料　　　　　　　　　

５０歳以上の男性　

５００円（７０歳以上無料）

検 査 方 法 胸部エックス線　　 便潜血検査二日法　 血液検査　　

大腸がん　 前立腺がん

※ヤング健診（１５歳～３９歳）
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《 個 別 健 診 》
期　　間 ５月1日（火）～平成２０年２月２９日（金）

申し込み ご希望の医療機関にお申し込みください。

健（検）診名　

基本
健診

肺がん
結核

大腸
がん

前立腺
がん

B型C型
肝炎ウイルス

電話番号住　　所医療機関名

５５３－２２３３ ○ ○ ○ ○ ○門井町２－１０－３２赤井胃腸科

５５９－３１０２ ○ ○ ○真名板２０６５荒木医院

５５６－２２９５ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

宮本1６－１池畑クリニック

５５５－３５１９ ○ ○下忍１０８９－１石井クリニック

５５６－７８７７ ○ ○ ○ ○門井町３－１９－５おくだいら内科クリニック

５５６－３２５３旭町３－２加藤内科医院

５５３－０００１佐間１－１８－３９川島胃腸科

５５７－２３１１北河原１０２－１行田岡田医院

５５６－４５８１本丸１８－３行田協立診療所

５５６－６１２５忍１－７－３０行田外科医院

５５３－２０００富士見町２－１７－１７行田中央総合病院

５５６－２２７２本丸１１－３５栗原医院

５５２－０３６２谷郷２０２６－１小林内科医院

５５３－５２０２城西１－６－２２さかつめ内科医院

５５６－３９８０壱里山町１－３１島田クリニック

５５２－１１１１持田３７６壮幸会 行田総合病院

５５３－３０３９持田４－３６－５高梨医院

５５３－２３５１向町１－２２田代医院

５５６－２０５６本丸８－１４中野医院

５５５－１２６１行田１０－２２根本医院

５５９－００８２長野７２９６－１ハピネス診療所

５５６－２５４９行田２１－１８村越メディカルクリニック

５６４－１４８８壱里山町１８－６やまかわ内科クリニック

５５８－３５０７埼玉４７１９山本クリニック

４１歳以上で、過去にこの

検診を受けたことのない方は、

基本健康診査と同時に受診で

きます。

検査方法 血液検査

費　　用 ５００円

（７０歳以上の方は無料）

多くの市民の皆さんから応募いただき、一つ一つの作品を慎重に審査し

た結果、シルバー人材センターの愛称が「むつみ」に決まりました。

高齢者の方々が仲むつまじく労働能力の活用や生きがいの充実および社

会参加ができるようにと名づけられました。

たくさんのご応募、本当にありがとうございました。

当 選 者 松本晃一さん（矢場）

応募結果 応募者数９２人　応募作品総数１３２件

問い合わせ 行田市シルバー人材センター ５５６―５２２１

または高齢者福祉課高齢福祉担当（内線２２３）

Ｂ型Ｃ型肝炎
ウイルス検診

シルバー人材センターの愛称「むつみ」に決定！シルバー人材センターの愛称「むつみ」に決定！
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【
事
例
】

勧
誘
し
た
人
が
入
会
す
れ
ば
紹
介
料
が
手
に
入
り
、
す
ぐ
に
元

が
取
れ
る
し
、
そ
れ
以
上
に
も
う
け
が
出
る
か
ら
と
、
友
だ
ち
か

ら
勧
誘
を
受
け
て
、
化
粧
品
の
セ
ッ
ト
を
40
万
円
で
購
入
す
る
契

約
を
し
ま
し
た
が
、
友
だ
ち
を
勧
誘
で
き
そ
う
も
な
い
し
、
よ
く

考
え
た
ら
化
粧
品
も
高
額
す
ぎ
る
。
解
約
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

事
例
の
よ
う
な
、
商
品
を
販
売
す
る
会
員
を
勧
誘
す
る
と
、
そ

の
販
売
利
益
や
紹
介
料
で
も
う
か
る
と
会
員
を
増
や
し
な
が
ら
商

品
を
販
売
す
る
商
法
は
、
一
般
的
に
『
マ
ル
チ
商
法
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
『
マ
ル

チ
・
レ
ベ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
Ｍ
Ｌ
Ｍ
）』
だ
か
ら
、
悪

質
商
法
で
あ
る
『
マ
ル
チ
商
法
』
と
は
違
う
」
と
い
う
事
業

者
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
マ
ル
チ
商
法
で
す
。
ほ
か

に
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
使
っ
て
勧
誘
、

販
売
す
る
方
法
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
商
法
は
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
や
す
い
た
め
、

特
定
商
取
引
法
で
『
連
鎖
販
売
取
引
』
と
し
て
規
制
を
受
け
て
い

ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
を
行
う
際
に
は
、
勧
誘
に
先
立
っ
て
氏
名
ま
た

は
名
称
、
特
定
負
担
（『
商
品
代
金
』『
入
会
金
・
登
録
料
』
な
ど
）

を
伴
う
取
引
の
勧
誘
で
あ
る
こ
と
、
扱
う
商
品
な
ど
を
明
示
す
る

こ
と
、
勧
誘
の
際
ま
た
は
契
約
解
除
を
妨
害
す
る
た
め
の
不
実
告

知
・
事
実
不
告
知
の
禁
止
、
契
約
前
の
概
要
書
面
交
付
義
務
、
契

約
後
の
契
約
書
面
の
交
付
義
務
、
契
約
書
面
交
付
後
20
日
以
内
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
の
規
制
が
あ
り
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
は
、
ま
ず
自
分
が
会
費
を
払
っ
て
会
員
と
な
っ

て
商
品
を
購
入
し
ま
す
。
自
分
が
も
う
け
る
た
め
に
は
、
ほ
か
の

人
を
会
員
に
な
る
よ
う
誘
い
、
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
会
員
を
増
や
す
た
め
に
は
、
勧
誘
が
簡
単
に
で
き
容
易

に
利
益
を
得
ら
れ
る
か
の
ご
と
く
説
明
が
な
さ
れ
が
ち
で
、
後
で

話
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
問
題
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
、
高
額
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
断
ろ
う
と
し
た
ら
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
で
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
「
消

費
者
金
融
で
借
り
て
も
そ
の
返
済
を
上
回
る
利
益
が
得
ら
れ
る
の

で
元
は
取
れ
る
」、
な
ど
と
執
拗
し
つ
よ
う

に
迫
ら
れ
た
り
と
、
不
愉
快
な

思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
進
学
・
就
職
な
ど
で
新
た
な
交

友
関
係
が
広
が
る
若
者
か
ら
の
相
談
が
多
い
の
で
す
が
、
50
〜
60

歳
代
の
人
を
対
象
に
「
定
期
的
に
配
当
が
あ
る
の
で
す
ぐ
に
元
が

取
れ
る
」
と
勧
誘
し
て
高
額
な
商
品
を
購
入
さ
せ
て
い
た
と
い
う

事
件
も
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

事
例
の
場
合
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
20
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、

消
費
者
は
一
切
の
負
担
な
く
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。
商
品
返
品

の
た
め
の
送
料
も
業
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
契
約
後
20

日
を
過
ぎ
て
い
て
も
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
と
い
わ
れ
る
商
法
が
出
て
き
た
り
、

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
と
称
し
た
ネ
ズ
ミ
講
の
よ
う
な
商
法
も
あ
っ

た
り
と
マ
ル
チ
商
法
も
複
雑
化
、
悪
質
化
し
て
い
ま
す
。
誘
わ
れ

た
言
葉
を
す
ぐ
う
の
み
に
し
て
簡
単
に
会
員
に
な
っ
た
り
せ
ず
、

よ
く
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

心
配
な
点
や
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

０
４
８
―
７
３
４

―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

若
者
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
マ
ル
チ
商
法
、
う
ま
い
話
に
ご
用
心

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

４月２４日（火） 

４月１６日（月）、５月７日（月）　　　　 

５月１１日（金）　　　　　 

４月１６日（月）・１９日（木）・２３日（月）・２６日（木）、 
５月７日（月）・１０日（木）・１４日（月）　 

４月１７日（火）・２０日（金）・２４日（火）・２７日（金）、　 
５月１日（火）・８日（火）・１１日（金）・１５日（火）　　　　　 

４月２５日（水）　　　　 

４月１７日（火）　　　　　　 

５月６日（日）　　　　　　 

４月２７日（金）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（４月１５日～５月１５日） 

くらしの 番情報
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一
般
書

・
盗
聴
二
・
二
六
事
件
（
中
田
整
一
）

・
安
全
は
こ
う
し
て
守
る
（
小
宮
信
夫
）

・
も
っ
と
知
り
た
い
上
村
松
園
（
加
藤
類
子
）

・
ひ
と
り
日
和
（
青
山
七
恵
）

・
ラ
ス
ト
・
イ
ニ
ン
グ
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

・
ツ
ー
カ
イ
！
金
剛
地
く
ん
（
戸
梶
圭
太
）

・
四
文
字
の
殺
意
（
夏
樹
静
子
）

・
物
し
か
書
け
な
か
っ
た
物
書
き
（
ロ
バ
ー
ト
・
ト

ゥ
ー
イ
）

児
童
書
　

・
人
類
が
い
ど
む
「
い
の
ち
」
と
再
生
（
谷
田
和
一
郎
）

・
ぼ
く
っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
？
（
立
石
彰
）

・
そ
の
角
を
曲
が
れ
ば
（
濱
野
京
子
）

・
ア
ロ
ー
ハ
ン
と
羊
（
興
安
）

・
は
る
に
う
ま
れ
る
こ
ど
も
（
に
し
む
ら
か
え
）

・
ジ
ロ
が
な
く
（
山
下
ケ
ン
ジ
）

・
ま
た
あ
し
た
（
ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ
）

▼
日
時

４
月
28
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

５
月
５
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

４
月
21
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

や
さ
し
い
オ
オ
カ
ミ
（
15
分
）、
も
っ
た
い

な
い
（
22
分
）、
銀
の
ろ
う
そ
く
立
て
（
13
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

願
い
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
２
冊
入
り
）

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
絵
本
の
楽
し
さ
を
共

有
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月
18
日
（水）
、
５
月
８
日
（火）
午
後
１
時
受

付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

４
月
23
日
は
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関

す
る
法
律
第
10
条
」
で
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
自
主
的
な
読
書
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に
、
図
書
館
で
は
春
休
み
か
ら
５
月
６

日
ま
で
「
お
す
す
め
本
」
の
展
示
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
図
書

館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
す
ば

ら
し
い
本
と
出
会
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
利

用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
住
所
確
認
の
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
で
利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
４
月
23
日
は
月
曜
日
の
た
め
休
館
で
す
。

図
書
館
で
は
、
市
内
の
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
図
書

館
所
蔵
資
料
の
朗
読
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
要
予
約
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
参
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

録
音
図
書
・
点
字
図
書
・
大
活
字
本
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間

図
書
館
開
館
時
間
内
（
１
回
の
朗
読

時
間
は
２
時
間
以
内
）

▼
場
所

図
書
館
朗
読
録
音
室

▼
費
用
無
料

４
月
16
日
（月）
・
23
日
（月）
、
５
月
１
日
（火）
・
２
日
（水）
・

７
日
（月）
・
14
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、
破
損
防
止
の
た
め
、
開

館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

中
学
２
年
生
の
英
二
は
、
あ
る
日
突
然
吹

奏
楽
部
に
誘
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

の
は
、
性
格
も
生
活
環
境
も
ま
っ
た
く
違
う

部
長
の
七
生
。
七
生
の
ク
ー
ル
な
性
格
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
英
二
は
持
ち
前
の
明
る
さ
で

吹
奏
楽
部
の
仲
間
と
打
ち
解
け
て
い
き
ま
す
。

い
つ
し
か
七
生
と
英
二
も
仲
良
く
な
り
ま

す
が
、「
ド
リ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
近
く

な
っ
た
あ
る
日
、
事
件
は
起
き
ま
す
。
今
ま

で
吹
奏
楽
部
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
た

先
生
が
突
然
「
自
分
が
ド
リ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
指
揮
を
す
る
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
部
員
の
全
員
が
大
反
対
。
し
か
し

指
揮
な
し
の
参
加
は
認
め
な
い
と
言
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

大
阪
弁
の
テ
ン
ポ
の
良
い
、
痛
快
な
物
語

で
す
。

『
ビ
ー
ト
キ
ッ
ズ
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

見
に
来
ま
せ
ん
か

「
子
ど
も
の
本
」の
展
示

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

三
ツ
井
裕
美
さ
ん
（
長
野
）

風
野
　
潮

著

※変更する場合があります。

4
月
18
日
（水）
 

須
加
小 

4
月
19
日
（木）
 

埼
玉
小 

4
月
24
日
（火）
 

北
河
原
小 

4
月
25
日
（水）
 

北
　
小 

4
月
17
日
（火）
 

泉
　
小 

4
月
27
日
（金）
 

太
田
西
小 

5
月
9
日
（水）
 

星
宮
小 

5
月
10
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

5
月
8
日
（火）
 

太
田
東
小 

ご
利
用
く
だ
さ
い
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
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３
月
18
日
、
県
立
進
修
館
高
等
学
校
（
増
田

育
雄
校
長
）
に
新
し
い
図
書
館
が
完
成
し
、
落

成
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
校
舎
（
旧
行
田
工
業
高
校
）
体
育
館
北
側

に
建
て
ら
れ
た
新
図
書
館
は
、
埼
玉
県
産
の
木

材
を
使
っ
た
木
造
２
階
建
て
で
、
２
階
に
は
行

田
女
子
・
行
田
工
業
・
行
田
進
修
館
の
３
校
の

歴
史
資
料
を
保
存
・
展
示
す
る
展
示
資
料
室
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

式
典
後
、
参
加
者
ら
は
木
の
温
も
り
が
感
じ

ら
れ
る
図
書
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
図

書
館
は
、
５
月
中
旬
以
降
、
毎
週
土
曜
日
に
一

般
開
放
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
館

写
真
館

３
月
11
日
、
ほ
く
さ
い
農
協
行
田
中
央
支
店

を
会
場
に
、
第
28
回
行
田
市
農
業
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雨
や
風
で
天
候
が
悪
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
展
示
即
売
会
で
は
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ

ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
地
元
で
栽
培
さ
れ
た

新
鮮
な
農
産
物
が
並
び
、
来
場
者
の
買
い
求
め

る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
花
や
米
の
無

料
配
布
の
ほ
か
、
も
ち
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は

横
田
市
長
も
も
ち
つ
き
に
参
加
。
つ
き
た
て
の

も
ち
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、
長

い
列
が
で
き
る
ほ
ど
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

行
田
産
の
新
鮮
な
野
菜
が
勢
ぞ
ろ
い

２
月
22
日
、
市
役
所
玄
関
前
で
消
防
団
へ

の
消
防
ポ
ン
プ
車
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
６
分
団
（
下
忍
地
区
）

と
第
７
分
団
（
埼
玉
地
区
）
の
車
両
が
排
気

ガ
ス
規
制
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
ポ
ン
プ
車
が
配

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
で
は
、
横
田
市
長
か
ら
日
々
の
火
災
予

防
活
動
や
火
災
現
場
な
ど
で
の
活
動
に
対
し

感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
両
分
団
長

へ
モ
デ
ル
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
に
新
た
な

消
防
ポ
ン
プ
車
を
配
備

木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る

図
書
館
が
完
成
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３
月
11
日
、
古
代
蓮
の
里
を
ス
タ
ー
ト
地
点

に
第
２
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
小
雨
と
強
風
と
い
う
あ
い
に
く
の

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
34
人
が
参
加
。
行
田

市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
が
作
成
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
成
就
院
、
八
幡
山

古
墳
、
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
な
ど
、
史
跡
や
名

所
を
巡
る
９
・
５
km
の
コ
ー
ス
を
約
３
時
間
か

け
て
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、
体
育
指
導
委
員
に

よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
美
し
い
歩
き
方
を
心
掛
け
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

３
月
13
日
、
東
小
学
校
で
は
地
産
地
消
と
食

育
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
小
学
１
年
生
が
草
も
ち

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
校
が
、

県
の
「
さ
い
た
ま
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
登

録
し
て
い
る
柿
沼
重
兵
衛
さ
ん
と
連
携
し
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

児
童
ら
は
、
県
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
職

員
か
ら
草
も
ち
の
原
料
と
な
る
ヨ
モ
ギ
に
つ
い

て
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
草
も
ち
を
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
丸
め
、
き
な
粉
を
つ
け
て
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。
ヨ
モ
ギ
や
も
ち
米
、

き
な
粉
な
ど
地
元
産
の
食
材
で
作
ら
れ
た
草
も

ち
の
お
い
し
さ
に
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
は
じ

け
ま
し
た
。

史
跡
や
名
所
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
月
３
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

で
、
も
の
つ
く
り
大
学
市
民
特
別
公
開
講
座
＆

行
田
と
も
の
つ
く
り
大
学
を
結
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
全
国
で
初
め
て
民
間
の
自
警

団
を
組
織
し
活
動
し
て
い
る
吉
川
英
治
さ
ん
が

「
世
直
し
ボ
ク
サ
ー
の
平
和
へ
の
願
い
を
行
田

の
ま
ち
へ
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
独
特

の
ス
タ
イ
ル
で
、
選
手
と
し
て
、
ま
た
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
ボ
ク
シ
ン
グ
か
ら
学
ん
だ
人
生
の

教
訓
を
語
り
ま
し
た
。

続
い
て
第
２
部
で
は
、
音
楽
家
の
田
中
利
幸

さ
ん
・
淳
子
さ
ん
、
も
の
つ
く
り
大
学
軽
音
楽

部
「
Ｂ
ｉ
ｏ
ｔ
ｏ
ｐ
ｅ
」「
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
　
ｏ
ｆ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
ｏ
ｍ
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

経
験
か
ら
語
る
人
生
の
教
訓

地
元
の
食
材
を
使
っ
た

草
も
ち
を
召
し
上
が
れ

行
田
市
の
歴
史
を
ま
と
め
た
本
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
著
作
を
執
筆
さ
れ
て
い
る

大
井
荘
次
さ
ん
。
今
回
新
た
に
出
版
し
た
「
続

行
田
歴
史
散
歩
」
を
市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
受
け
て
、
２
月
26
日
、
横
田
市
長
か

ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

行
田
の
歴
史
や
名
所
、
旧
跡
を
解
説
し
た
前

作
の
「
行
田
歴
史
散
歩
」
に
続
き
、
本
作
で
は
、

行
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
偉
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
さ
ら
に
幅
広
く
行
田
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。
読
者
か
ら
の
反
響
も
大
き
い
と
の

こ
と
で
、
今
後
も
精
力
的
な
執
筆
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

〜
行
田
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
〜

大
井
荘
次
さ
ん
に
感
謝
状
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高
度
な
技
術
を

必
要
と
せ
ず
、
ル

ー
ル
も
簡
単
な
こ

と
か
ら
、
近
年
急

激
に
競
技
人
口
が

増
え
て
い
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
め
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
に
発
足
し
た
東
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
、
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
で
火
曜
日
と

土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
15
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は

照
明
設
備
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
夏
の
間
は
暑

い
昼
間
を
避
け
て
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
ナ

イ
タ
ー
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
見
平
ら
な
よ
う
に
見
え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

も
、
小
石
や
草
な
ど
が
障
害
物
と
な
っ
て
、
ボ

ー
ル
は
予
期
せ
ぬ
方
向
に
転
が
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
そ
の
た
め
、
経
験
豊
富
な
人
と
始
め
て

間
も
な
い
人
と
の
差
が
つ
き
に
く
い
と
い
う
こ

と
が
、
人
気
の
一
因
で
す
。
ま
た
、
転
が
っ
た

ボ
ー
ル
の
場
所
ま
で
歩
く
こ
と
が
良
い
運
動
に

な
り
、
健
康
維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
内
で
催
さ
れ
る
大
会
の
ほ
か
に
、
市

内
や
県
内
で
行
わ
れ
る
大
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
て
、
力
を
試
す
機
会
が
多
い
と
い
う

こ
と
も
日
々
の
練
習
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
た
と
き
の
喜

び
や
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
う
ま
く
入
ら
な
い
と

き
の
悔
し
さ
を
味
わ
う
た
び
に
「
今
度
も
」
や

「
今
度
こ
そ
」
と
い
う
向
上
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
何
年
続

け
て
い
て
も
飽
き
な
い
の
だ
と
か
。

皆
さ
ん
「
楽
し
く
て
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と

が
一
番
」
と
語
る
よ
う
に
、
い
き
い
き
と
し
た

表
情
が
印
象
的
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方

た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ク
ラ
ブ
が
も
っ
と

活
気
づ
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
皆
さ
ん

の
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

５
５

９
―
３
０
５
１

私
の
作
品

谷
郷
　
　
内
田
　
　
茂

北
窓
開
く
上
毛
三
山
未
だ
白
し

佐
間
　
　
根
岸
　
克
美

探
梅
の
裏
径

う
ら
み
ち

で
逢
ふ
長
ば
な
し

谷
郷
　
　
斉
藤
　
　
勲

春
の
空
一
の
字
長
き
飛
行
機
雲

白
川
戸

鈴
木
　
都く

に

子

赤
い
糸
少
し
残
し
て
針
納
む

下
中
条

飯
塚
よ
ね
子

せ
せ
ら
ぎ
に
銀
色
の
風
猫
柳

須
加
　
　
藤
本
ヤ
ス
エ

浅
き
春
う
す
紅

く
れ
な
いの

利
根
の
面

荒
木
　
　
秋
山
　
二
郎

露
の
世
や
太
子
の
教
え
今
を
生
く

南
河
原

若
林
　
水
翁

歓
声
の
頭
上
に
火
の
粉
節
分
会

下
忍
　
　
島
田
　
智
子

そ
の
気
配
な
き
ま
ま
春
の
来
て
ゐ
た
り

向
町
　
　
佐
藤
　
猶
子

や
る
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
れ
ど
春
炬
燵

壱
里
山
町

斉
藤
　
健
作

冬
草
や
忍
の
一
字
と
生
き
に
け
る

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

東の里グラウンドゴルフ

～楽しくて健康が一番～
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矢
場
　
　
梅
澤
　
春
江

送
ら
れ
し
伊
予
柑
な
が
め
幸
想
う

上
池
守
　
伊
藤
　
琴
子

繰く

り
言ご

と

は
日
記
に
伏
せ
て
二
月
尽じ

ん

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

２
月
に
「
第
18
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
見
事
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
が
、
長

野
中
学
校
３
年
の
高
橋
真
那
さ
ん
で
す
。

読
書
や
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
と
話
す
高

橋
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
に
向
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
自
分
で
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
例
え

ば
人
を
描
く
と
き
、
最
終
的
に
見
え
な
い
体
の

部
分
を
描
い
て
か
ら
服
を
描
い
て
い
た
と
母
か

ら
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
中
で
は
ご

く
自
然
な
こ
と
だ
し
、
今
で
も
そ
の
方
法
で
描

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
よ
う
に
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
独
特
の
感
性
や
セ
ン
ス
が
備
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

中
学
校
で
美
術
部
に
所
属
し
て
か
ら
、
数
多

く
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
す
る
な
ど
自
信
と
実

力
を
つ
け
た
高
橋
さ
ん
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
美
術
部
顧
問
の
福
田
先
生
に
勧
め
ら
れ

た
本
『
削
除
ボ
ー
イ
ズ
０
３
２
６
』
を
題
材
に

『
日
常
パ
ズ
ル
の
崩
壊
』
の
タ
イ
ト
ル
で
作
品

を
描
き
上
げ
ま
し
た
。「
構
図
の
作
成
に
数
枚

の
下
書
き
を
組
み
合
わ
せ
て
形
の
な

い
時
間
を
パ
ズ
ル
に
た
と
え
て
表
現

し
、
色
つ
け
も
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
な
が
ら
夜
遅
く
ま
で
取
り

組
ん
だ
結
果
、
納
得
の
い
く
作
品
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を

聞
い
た
と
き
は
と
て
も
驚
き
う
れ
し

か
っ
た
で
す
が
、
家
族
や
親
せ
き
、

知
人
ま
で
も
が
喜
ん
で
く
れ
て
、
う

れ
し
さ
が
倍
増
し
ま
し
た
」
と
作
品

が
完
成
す
る
ま
で
の
苦
労
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

読
書
を
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
頭
の
中
を
流
れ

て
く
る
と
話
す
高
橋
さ
ん
が
将
来
の
夢
と
し
て

い
る
の
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
日
々
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
を
持
ち
歩
き
、
描
き
あ
げ
た
絵
を
お

世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
日

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
自
ら
の
未
来
を
力
強
く
描
き

続
け
ま
す
。

飯
島
　
妃
南

ひ

な

ち
ゃ
ん
（
矢
場
）

昭
・
三
千
枝
さ
ん
の
三
女

平
成
18
年
４
月
18
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
で
　
」

永
松
　
心
美

こ
と
み

ち
ゃ
ん（
門
井
町
）

永
・
裕
子
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
４
月
４
日
生
ま
れ

「
素
直
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
!!
」

吉
野
　
藍あ

い
ち
ゃ
ん
（
城
西
）

貴
宏
・
美
幸
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
４
月
26
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
藍
ス
マ
イ
ル
！
」

今月は、平成18年6月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは4月27日（金）です。
抽選会は5月2日（水）の午後1時30分市役所203会議室

将
来
の
夢
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

高
橋
　
真
那
さ
ん
（
斎
条
・
14
歳
）小

川
　
遥
叶

は
る
か

ち
ゃ
ん
（
小
針
）

正
博
・
圭
子
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
４
月
13
日
生
ま
れ

「
未
来
へ
翔
け
！
ハ
ル
カ
！
」

花本陽哉
は る や

ちゃん（左）・直耶
な お や

ちゃん（右）（西新町）
佳久・裕子さんの長男・二男
平成１８年４月１０日生まれ
「兄弟仲よく！」
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▼
日
時

４
月
17
日
（火）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

公
園
通
り
（
市
役
所
前
〜

水
城
公
園
）

▼
内
容

春
の
植
木

市
、
片
原
手
お
ど
り
、
新
・
行
田
音

頭
の
披
露
　
▼
問
い
合
わ
せ

行
田

市
観
光
協
会
（
内
線
３
８
２
・
商
工

観
光
課
内
）

▼
期
日

５
月
12
日
（土）
※
雨
天
決
行

▼
場
所

栃
木
県
日
光
市
「
戦
場
ヶ

原
」
ほ
か
　
▼
内
容

戦
場
ヶ
原
の

遊
歩
道
な
ど
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

す
▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
小

学
生
以
上
の
方
　
▼
定
員

90
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
（
バ
ス
代
・

保
険
料
）

大
人
１
千
円
、
小
人

（
小
学
生
）
５
０
０
円
▼
申
し
込
み

４
月
16
日
（月）
〜
20
日
（金）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

同
課

５
５
６
―
８
３
３
６

▼
日
時

５
月
４
日
（金）
午
前
10
時
〜

午
後
８
時
　
▼
場
所

さ
き
た
ま
古

墳
公
園
　
▼
内
容

採
火
行
列
、

修
祓

し
ゅ
う
ば
つ

の
儀
、
輦
台
れ
ん
だ
い

行
列
、
古
代
住

居
炎
上
、
花
火
打
ち
上
げ
な
ど
　
▼

問
い
合
わ
せ

さ
き
た
ま
火
祭
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
埼
玉
公
民
館
内
）

５
５
９
―
０
０
４
７

▼
日
時

４
月
22
日
〜
７
月
29
日
の

毎
週
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
▼
対
象
初
心
者
お
よ
び
競
技
志

向
の
方
▼
参
加
費
５
０
０
円
※
教

室
初
日
に
受
付
で
徴
収
し
ま
す
　
▼

そ
の
他

ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
与
可
能
、

シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意
　
▼
主
催

行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
　
▼
申

し
込
み

参
加
当
日
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
　
▼
問
い
合

わ
せ

同
連
盟
理
事
長
大
西

０

８
０
―
５
４
９
２
―
２
２
３
９

▼
日
時

５
月
26
日
（土）
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
30
分
　
▼
場
所

忠
次
郎

蔵
（
忍
、
蓮
華
寺
通
り
）

▼
定
員

18
人
　
▼
参
加
費

１
千
円
　
▼
指

導
者

藤
間
良
夫
さ
ん
　
▼
用
意
す

る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ

オ
ル
　
▼
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ぎ

ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

忠
次
郎

蔵

５
５
２
―
１
０
１
０
（
火
〜

土
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
）

▼
日
時

毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　
▼

場
所

総
合
公
園
弓
道
場
　
▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
弓
道
経
験
の
あ

る
成
人
の
方
（
未
経
験
の
方
で
も
可
）

▼
費
用

入
会
金
１
千
円
、
年
会
費

６
千
円
ほ
か
　
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

５
月
31
日
（木）
ま
で
に
同
連

盟
空
本
宅

５
５
３
―
１
２
５
０

ま
た
は
田
島
宅

５
５
９
―
３
０

３
８

広告

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

第
22
回さき

た
ま
火
祭
り

行
田
市
弓
道
連
盟
会
員

〜
も
う
一
度
弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

行
田
春
ま
つ
り

手
打
ち
そ
ば
教
室

（
初
級
コ
ー
ス
）

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
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▼
日
時

５
月
９
日
（水）
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
場
所

生
活
課
相
談
室

▼
相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

宅

５
５
６
―
３
３
４
６

▼
日
時

５
月
12
日
（土）
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０
時

30
分
ま
で
）

▼
場
所

熊
谷
市
立

商
工
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市

宮
町
２
―
39
）

▼
相
談
員

埼
玉

弁
護
士
会
熊
谷
支
部
所
属
弁
護
士

▼
問
い
合
わ
せ

同
会
熊
谷
支
部

５
２
１
―
０
８
４
４

▼
採
用
試
験

【
受
付
期
間
】
５
月

11
日
（金）
ま
で

【
一
次
試
験
】
５
月

19
日
（土）
・
20
日
（日）

【
場
所
】
航
空

自
衛
隊
熊
谷
基
地
（
予
定
）

▼
応

募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

20
年
４
月
１
日
現
在
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
　
①
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
方
　
②
大
学
院
修
士
課
程
修

了
者
（
理
学
、
工
学
課
程
）
は
28
歳

未
満
の
方
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

③
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学
卒
業
者
、
卒
業
見

込
み
ま
た
は
外
国
に
お
け
る
学
校
を

卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒
業
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
　
▼
説
明
会

４
月
７
日
（土）
・
15
日
（日）
の
午
前
10
時

〜
正
午
に
熊
谷
地
域
事
務
所
お
よ
び

加
須
募
集
案
内
所
で
行
い
ま
す
。

▼
資
料
請
求
・
説
明
会
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

〒
３
６
０
―
０
０
３

７
熊
谷
市
筑
波
３
丁
目
90
―
１
国
際

ビ
ル
２
階
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地

方
協
力
部
熊
谷
地
域
事
務
所

５

２
２
―
４
８
５
５

▼
日
時

５
月
11
日
〜
６
月
８
日
の

金
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時
〜
正

午
　
▼
場
所

総
合
体
育
館
　
▼
対

象

初
心
者
の
方
　
▼
定
員

30
人

▼
参
加
費

１
千
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
　
▼
そ
の
他

運
動

の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ャ
ト
ル
な
ど
は

主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。
▼
主
催

行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
　
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

笠
原
宅

（
午
後
）

５
５
６
―
０
４
６
３
ま

た
は
田
沼
宅
（
夜
間
）

５
５
５

―
３
１
１
５

広告

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

憲
法
記
念
無
料
法
律
相
談
会

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

採
用
試
験
お
よ
び
説
明
会

行
政
書
士
無
料
相
談
会



▼
日
時

５
月
13
日
（日）
午
前
９
時
30

分
開
場
　
午
前
10
時
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
　
▼
内
容

民
謡
と

津
軽
三
味
線
　
▼
入
場
無
料

▼
主

催

行
田
市
民
謡
協
会
　
▼
後
援

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ

同
協
会
岩
崎
宅

５
５
６
―
３
９
４
６

▼
日
時

５
月
６
日
〜
10
月
７
日
の

第
１
・
３
・
５
日
曜
日
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

忍
・

行
田
公
民
館
　
▼
内
容

ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
通
し
て
子
ど
も
の
表
現
力
を

高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
養
う
。
成
果
と
し
て
公
民
館
の
文

化
祭
で
発
表
す
る
。
▼
対
象

小
学

１
年
生
〜
18
歳
　
▼
定
員

20
人

▼
参
加
費

３
千
円
　
▼
主
催

行

田
お
や
こ
劇
場
　
▼
そ
の
他

初
回

は
無
料
練
習
体
験
を
含
む
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局

０
８
０
―
５
５
０
５
―
４
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
５
―
０
７
６
４

30

広告

津
軽
三
味
線
　
民
謡
の
祭
典

謡
と
お
ど
り
の
誘
い

第
32
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,１６３人　　男４３,９１８人　　女４４,２４５人　　世帯数３１,８８５世帯
（平成１９年３月１日現在） ２月中の異動　出生４２人　転入等１６９人　死亡６５人　転出等２３１人

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

表
現
教
室

れ
っ
つ
み
ゅ
う
じ
か
る
！

30
分
開
演
　
▼
場
所

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル
　
▼
出
演

オ
ク
サ

ー
ナ
・
シ
ェ
ス
タ
コ
ワ
、
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ
団

ほ
か

▼
入
場
料

全
席
指
定
Ｓ
席
６
千

円
、
Ａ
席
５
千
円
　
▼
共
催

光

藍
社
　
▼
前
売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ

ト
取
り
扱
い

４
月
13
日
（金）
午
前

９
時
か
ら
産
業
文
化
会
館
ほ
か
各

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
（
電
話

受
け
付
け
は
翌
日
の
午
前
９
時
〜
）

▼
日
時

５
月
11
日
・
18
日
・
25

日
、
６
月
１
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
（
水
泳
指
導
）、
７
月
６
日
・

13
日
・
20
日
・
27
日
（
運
動
指
導
）

の
各
金
曜
日
（
計
11
回
）
午
後
４

時
20
分
〜
５
時
30
分
　
▼
場
所

市
民
プ
ー
ル
お
よ
び
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容

【
水
泳

指
導
】
水
泳
の
基
礎
、
水
中
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
【
運
動
指
導
】
運

動
の
基
礎
、
ボ
ー
ル
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
器
械
体
操
　
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
１
年
生
〜
６
年

生
　
▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

２
千
２
０
０
円
　
▼

申
し
込
み

４
月
14
日
（土）
午
前
９

時
か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

に
て
（
代
理
受
付
可
）

▼
日
時

５
月
11
日
（金）
〜
８
月
３

日
（金）
の
各
金
曜
日
（
全
13
回
）
午

後
６
時
30
分
〜
９
時
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室

▼
内
容

和
裁
（
ゆ
か
た
作
り
）

▼
対
象

成
人
　
▼
定
員

15
人

（
先
着
順
）
▼
受
講
料

２
千
円

（
保
険
料
込
み
）
＊
材
料
費
は
別
途

▼
申
し
込
み

４
月
15
日
（日）
午
前

９
時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓

口
に
て
（
電
話
受
け
付
け
は
午
前

９
時
30
分
〜
）

▼
日
時

５
月
18
日
〜
６
月
22
日

の
各
金
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
４

時
55
分
〜
５
時
40
分
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室

▼
内
容

ポ
ッ
プ
な
音
楽
に
の
っ

て
、
ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
う
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
ま
す
。
▼
講
師

オ

リ
ビ
ア
小
林
さ
ん
　
▼
対
象

小

学
２
年
生
〜
６
年
生
　
▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

１
人

５
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）
▼
申
し

▼
期
間

４
月
28
日
（土）
〜
５
月
６

日
（日）

▼
内
容

古
代
蓮
の
里
売

店
で
１
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の

方
に
古
代
蓮
会
館
招
待
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
う
ど
ん
店
で
う
ど
ん
を

注
文
す
る
と
、
お
茶
を
１
本
サ
ー

ビ
ス
、
古
代
蓮
会
館
で
は
、
ホ
ッ

ト
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

期
間
中
は
無
休
で
営

業
し
ま
す
。
営
業
時
間
は
、
各
施

設
通
常
ど
お
り
で
す
。

▼
日
時

８
月
３
日
（金）
午
後
６
時

古
代
蓮
の
里
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ

〜
華
麗
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
〜

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ

教
室
（
水
泳
・
運
動
）

手
作
り
ゆ
か
た
　
　

和
裁
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
　
Ｌ.

Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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▼
日
時

４
月
20
日
（金）
〜
５
月
２
日

（水）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
　
▼
場
所

く
ま
が
や
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
熊
谷
市

筑
波
１
―
29
）
▼
内
容

な
ん
で
も

コ
レ
ク
タ
ー
の
栗
原
喜
文
さ
ん
（
行

田
市
在
住
）
が
集
め
た
鉄
道
、
バ
ス

の
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
厳
選
１
０
１

選
を
公
開
　
▼
入
場
無
料

▼
問
い

合
わ
せ

栗
原

０
９
０
―
１
５
３

５
―
４
４
６
０

▼
期
間

９
月
か
ら
１
年
間
　
▼
対

象

18
歳
〜
65
歳
で
高
等
学
校
卒
業

以
上
の
方
　
▼
留
学
先

山
西
大

学
・
北
京
外
国
語
大
学
・
河
南
大

学
・
鄭
州
大
学
・
大
連
外
国
語
大
学

▼
費
用

全
額
自
己
負
担
　
▼
資
料

請
求

７
０
０
円
切
手
を
同
封
の
う

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
日
本
中
国

友
好
協
会
（
〒
３
３
１
―
０
８
２
１

さ
い
た
ま
市
北
区
別
所
町
15
―
５

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ザ
２

２
０
）
ま
で
　
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

４
月
30
日
（月）
ま
で
に
同
協

会

０
４
８
―
６
６
２
―
８
０
６
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

い
ま
す
。「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
〜
峰

の
王
者
羊
の
ク
ラ
ッ
ク
」「
宮
沢
賢

治
〜
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
の
２
本

を
上
映
し
ま
す
。

▼
期
日

４
月
22
日
（日）

▼
開
館

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
入
館
受
け
付
け
は
午
後
８
時
30
分

ま
で
）
▼
そ
の
他

露
店
市
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
う
ど
ん
店
の

営
業
時
間
を
午
後
３
時
ま
で
延
長

し
ま
す
。

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は
25
種
類
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
あ
り
、
ト

レ
ー
ナ
ー
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
利
用
料
金

１
回
４
０
０
円
（
２

時
間
）
▼
利
用
方
法

初
回
は
、

講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
予
約
制
）
▼
講
習
会
申
し
込

み

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

新
年
度
の
店
内
整
理
お
よ
び
商

品
搬
入
の
た
め
、
４
月
10
日
（火）
を

臨
時
休
業
と
し
ま
す
。

込
み

４
月
15
日
（日）
午
前
９
時
か

ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て

（
電
話
受
け
付
け
は
午
前
10
時
〜
）

▼
日
時

５
月
18
日
〜
６
月
22
日

の
各
金
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
４

時
〜
４
時
45
分
　
▼
場
所

商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室
　
▼
内

容

ポ
ッ
プ
な
音
楽
に
の
っ
て
、

ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

マ
マ
と
お
子
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。
▼
講

師

オ
リ
ビ
ア
小
林
さ
ん
　
▼
対

象

３
歳
〜
小
学
１
年
生
と
そ
の

保
護
者
　
▼
定
員

15
組
30
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
　
１
組
１
千

円
（
保
険
料
込
み
）
▼
申
し
込
み

４
月
15
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商
工

セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て
（
電
話

受
け
付
け
は
午
前
10
時
〜
）

今
年
も
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
記
念
し
て
、
会
館
を
無
料
開
放

し
ま
す
。
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ

マ
や
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
ア
ニ
メ
上
映
会
を
行

鉄
道
＆
バ
ス
の
記
念
乗
車
券

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

中
国
へ
の
留
学
生

キ
ッ
ズ
＆
マ
マ
Ｌ.

Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

古
代
蓮
会
館
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
記
念
日
無
料
開
放

古
代
蓮
の
里
売
店

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

広告
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ふきと菜の花の浅漬

栄養成分（1人分）
エネルギー46kcal たんぱく質1.8g 脂質0.1g
炭水化物7.9g 塩分1.3g 食物繊維2.3g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…ほろにがい味を楽しもう…

ぎょうだ 

忍

城

の

御

殿

157

作り方
①ふきは葉を除き、柄を鍋の大きさにあわせて切り、塩をふりまな板の上で転
がして（板ずり）、熱湯で軟らかくゆでる。水にとり、皮をむき、斜め薄切
りにする。
②菜の花はさっとゆでて水にとり食べやすく切る。
キャベツ・ラデッシュも食べやすく切る。
③野菜をＡに加えて混ぜ、しんなりするまでおき、水気をしぼり盛り付ける。

材料（4人分）
ふき…3本　菜の花…1束　キャベツ…2枚　ラデッシュ…2個
Ａ【塩…小さじ1 酒・みりん…各大さじ2】

近
世
城
郭
の
中
で
藩
主
の
居
館
で
あ
る
御
殿
は
最

も
広
大
な
建
物
で
し
た
。
本
丸
や
二
の
丸
、
三
の
丸

内
の
数
千
坪
の
敷
地
に
殿
舎
と
よ
ば
れ
る
建
物
を
十

数
棟
連
結
し
、
多
く
の
部
屋
が
延
々
と
続
く
迷
路
の

よ
う
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
建
坪
も
外
様
大

名
や
有
力
譜
代
大
名
の
御
殿
の
中
に
は
数
千
坪
に
及

ぶ
も
の
も
あ
り
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
は
１
万
１
千
３

０
０
坪
も
あ
り
ま
し
た
。

忍
城
の
御
殿
は
二
の
丸
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
か
ら
あ
っ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。『
公
餘
録

こ
う
よ
ろ
く

』

で
は
天
和
３
年
（
１
６
８
３
）
５
月
の
二
の
丸
屋
敷

内
で
火
災
が
あ
り
、
翌
貞
享
元
年
（
１
６
８
４
）
２

月
か
ら
再
建
工
事
が
始
ま
り
、
９
月
に
は
完
成
し
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
２
年
（
１
６
８
９
）
に

出
さ
れ
た
二
の
丸
屋
敷
の
警
備
規

則
で
は
弓
20
張
、
鉄
砲
30
挺
、
鑓

20
本
を
常
備
し
、
三
番
編
成
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
が
交
代
で
３
日
に
１

度
宛
警
備
に
あ
た
る
こ
と
な
ど
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
宝
永

３
年
（
１
７
０
６
）
に
は
藩
主
の

居
間
が
新
築
さ
れ
る
な
ど
改
築
や

修
築
が
た
び
た
び
行
わ
れ
、
文
政

６
年
（
１
８
２
３
）
よ
り
松
平
家

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

御
殿
の
規
模
は
松
平
家
時
代
に

書
か
れ
た
二
の
丸
御
殿
絵
図
に
よ

れ
ば
、
総
坪
数
６
０
８
坪
、
部
屋

数
72
、
厠
11
と
な
っ
て
い
ま
す
。
御
殿
の
中
は
部
屋

の
用
途
に
よ
り
表
・
中
奥
・
奥
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
表
は
登
城
し
た
家
臣
が
藩
主
と
対
面
す
る
書
院

や
大
広
間
な
ど
公
的
な
空
間
で
す
。
中
奥
は
居
間
な

ど
藩
主
が
日
常
を
過
ご
す
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
奥
は

藩
主
の
寝
所
や
奥
女
中
の
部
屋
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

忍
城
の
御
殿
は
な
ぜ
本
丸
で
は
な
く
二
の
丸
に
建

て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
東
西
に
長
い
二
の
丸
の

方
が
建
設
に
向
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

『
公
餘
録
』
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
り
ま
す
。
宝

永
４
年
（
１
７
０
７
）
３
月
、
阿
部
正
喬
が
江
戸
か

ら
忍
城
へ
戻
り
本
丸
へ
入
る
際
、
先
導
を
命
じ
ら
れ

た
家
臣
が
服
喪
中
だ
っ
た
た
め
交
代
と
な
り
ま
し

た
。
理
由
は
本
丸
が
「
権
現
様
御
殿
之
御
跡
之
儀
候

ご
ん
げ
ん
さ
ま
ご
て
ん
の
お
あ
と
の
ぎ
に
そ
う
ろ
う

間あ
い
だ」

つ
ま
り
徳
川
家
康
の
御

殿
の
跡
な
の
で
喪
中
の
家
臣

が
入
る
の
を
は
ば
か
っ
た
と

い
う
の
で
す
。
家
康
は
鷹
狩

で
何
度
か
忍
城
を
訪
れ
て
い

ま
す
の
で
、
宿
泊
所
と
し
て

の
御
殿
が
城
内
に
建
設
さ
れ

た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
今

の
と
こ
ろ
記
録
は
こ
れ
だ
け

で
す
が
、
忍
城
の
歴
史
を
考

え
る
う
え
で
興
味
深
い
内
容

で
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

忍城本丸と二の丸御殿

ふきは地下茎がはびこり、春になると長い葉柄のある葉を出します。また、ひとあし
先に出る「ふきのとう」ではてんぷら・ふきのとう味噌、「柔らかい葉」は佃煮と、春な
らではの料理を味わうことができます。ふき特有のほろにがい味は、食欲を高める働き
があります。煮物にすることの多いふきですが、新鮮なものが手に入ったら、色や香り
そして歯ざわりを楽しめる漬物にしては、いかがでしょう。少し下ごしらえに手間がか
かりますが、季節を感じる数少ない野菜です。楽しみながら、自然をいただきましょう。


